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(57)【要約】
【課題】笑顔などの評価条件をユーザ毎に自動的に最適
化する。
【解決手段】個人識別情報に関連付けされた画像評価情
報を取得する。個人識別情報は、第１の画像情報に関連
する個人を識別するための情報である。画像評価情報は
、第１の画像情報に基づき検出された主要被写体の像に
応じてこの第１の画像情報を評価することにより生成さ
れるものである。個人識別情報と画像評価情報に基づき
第２の画像情報を評価するための評価条件を設定する。
個人毎に評価条件が適切に設定される。そのため、第２
の画像情報を、個人差を考慮して適切に評価することが
可能となる。
【選択図】図６



(2) JP 2013-126206 A 2013.6.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報とを取得する取得部と、
　前記個人識別情報と前記画像評価情報に基づき第２の画像情報を評価するための評価条
件を設定する設定部を備える
　情報処理装置。
【請求項２】
　前記取得部で取得される画像評価情報には、評価時における環境情報が付加されており
、
　前記設定部は、前記環境情報に基づいて選択された所定の環境で評価されて生成された
前記画像評価情報に基づき、前記第２の画像情報を評価するための評価条件を設定する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人が表示コンテンツを見ている
ときの該個人の顔の表情を評価する情報であり、
　前記取得部で取得される画像評価情報には、評価時における表示コンテンツを識別する
コンテンツ識別情報が付加されており、
　前記設定部は、前記画像評価情報および前記コンテンツ識別情報に基づき、前記第２の
画像情報を評価するための評価条件を設定する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記取得部で取得された画像評価情報を、前記評価時における評価エンジンと前記第２
の画像情報を評価する評価エンジンとに応じて変換する変換部をさらに備え、
　前記設定部は、前記変換部で変換された画像評価情報に基づいて、前記第２の画像情報
を評価するための評価条件を設定する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記取得部で取得された画像評価情報を、前記評価時における環境と前記第２の画像情
報を評価する環境とに応じて変換する変換部をさらに備え、
　前記設定部は、前記変換部で変換された画像評価情報に基づいて、前記第２の画像情報
を評価するための評価条件を設定する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人の顔の表情を評価する情報で
ある
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人に関連付けされる構図を評価
する情報である
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人の表示コンテンツへの興味度
合いを評価する情報である
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報とを取得する取得ステップと、
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　前記個人識別情報と前記画像評価情報に基づき第２の画像情報を評価するための評価条
件を設定する設定ステップを備える
　情報処理方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、
　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報とを取得する取得手段と、
　前記個人識別情報と前記画像評価情報に基づき第２の画像情報を評価するための評価条
件を設定する設定手段
　として機能させるためのプログラム。
【請求項１１】
　第２の画像情報を評価条件に基づいて評価する評価部と、
　前記評価の結果に基づいて制御される処理部を備え、
　上記評価条件は、
　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報に基づいて設定される
　情報処理装置。
【請求項１２】
　前記処理部は撮像部であり、
　前記第２の画像情報は前記撮像部により得られ、
　前記評価の結果に基づいて、前記撮像部のシャッタータイミングが制御される
　請求項１１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人の顔の表情を評価する情報で
ある
　請求項１２に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人に関連付けされる構図を評価
する評価情報である
　請求項１２に記載の情報処理装置。
【請求項１５】
　前記画像処理部は表示部であり、
　前記第２の画像情報は、前記表示部に表示し得る表示コンテンツの画像情報であり、
　前記評価の結果に基づいて、前記表示部への推奨コンテンツ表示が制御される
　請求項１１に記載の情報処理装置。
【請求項１６】
　第２の画像情報を評価条件に基づいて評価する評価ステップと、
　前記評価の結果に基づいて処理部を制御する制御ステップを備え、
　上記評価条件は、
　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報に基づいて設定される
　情報処理方法。
【請求項１７】
　コンピュータを、
　第２の画像情報を評価条件に基づいて評価する評価手段と、
　前記評価の結果に基づいて制御される処理手段として機能させ、
　上記評価条件は、
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　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報に基づいて設定される
　プログラム。
【請求項１８】
　第１の音声情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の音声情報
を評価することにより生成される音声評価情報とを取得する取得部と、
　前記個人識別情報と前記音声評価情報に基づき第２の音声情報を評価するための評価条
件を設定する設定部を備える
　情報処理装置。
【請求項１９】
　第２の音声情報を評価条件に基づいて評価する評価部と、
　前記評価の結果に基づいて制御される処理部を備え、
　前記評価条件は、
　第１の音声情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の音声情報
を評価することにより生成される音声評価情報に基づいて設定される
　情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、情報処理装置、情報処理方法およびプログラムに関し、特に、笑顔などの評
価条件を設定する情報処理装置等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、特許文献１には、個人の表情を検出して画像記録の可否を決定するデジ
タルカメラにおいて、被写体個人によって撮影者の好みでない表情の画像が記録されるこ
とを防止するデジタルカメラが記載されている。このデジタルカメラにおいては、「個人
Ａの場合は、「悲しみ」以外の「笑顔度１０％」、「喜び」、「怒り」、「驚き」、「ウ
インク」のいずれかが検出され、かつ視線がカメラを向いていることが検出された場合に
画像記録が許可される」といった条件を入力しておくことで、その条件に当てはまった時
のみ撮影が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１７８２５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の特許文献１に記載されるデジタルカメラにおいては、ユーザが撮影条件を何らか
の方法で入力することが必要となる。また、このデジタルカメラにおいては、体調やメイ
ク、髪型、照明条件等により同じ個人でも推定値が変化していった場合に、ユーザが撮影
条件を入力し直す必要がある。また、このデジタルカメラにおいては、表情認識の個人に
よる精度の違いに適応できない。笑顔認識も、個人によって、笑顔度が大きく出やすかっ
たり小さく出やすかったりという傾向がある場合がある。また、このデジタルカメラにお
いては、撮影条件は機器内で閉じていて、他の機器と連携することは考慮されていない。
【０００５】
　本技術の目的は、笑顔などの評価条件をユーザ毎に自動的に最適化することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本技術の概念は、
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　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報とを取得する取得部と、
　前記個人識別情報と前記画像評価情報に基づき第２の画像情報を評価するための評価条
件を設定する設定部を備える
　情報処理装置にある。
【０００７】
　本技術において、取得部により、個人識別情報と画像評価情報とが取得される。ここで
、個人識別情報は、第１の画像情報に関連する個人を識別するための情報である。画像評
価情報は、第１の画像情報に基づき検出された主要被写体の像に応じてこの第１の画像情
報を評価することにより生成されるものである。そして、設定部により、個人識別情報と
画像評価情報に基づき第２の画像情報を評価するための評価条件が設定される。
【０００８】
　例えば、画像評価情報は、個人識別情報で特定される個人の顔の表情を評価する情報と
されてもよい。また、例えば、画像評価情報は、個人識別情報で特定される個人に関連付
けされる構図を評価する評価情報とされてもよい。また、例えば、画像評価情報は、個人
識別情報で特定される個人の表示コンテンツへの興味度合いを評価する情報とされてもよ
い。このように本技術においては、個人に関連付けされた画像評価情報に基づいて評価条
件が設定されるものである。そのため、評価条件をユーザ毎に自動的に最適化することが
可能となる。
【０００９】
　なお、本技術において、例えば、取得部で取得される画像評価情報には、評価時におけ
る環境情報が付加されており、設定部は、環境情報に基づいて選択された所定の環境で評
価されて生成された画像評価情報に基づき、第２の画像情報を評価するための評価条件を
設定する、ようにされてもよい。この場合、第２の画像情報を評価する際の環境（明るさ
など）に適合した評価条件を設定可能となる。
【００１０】
　また、本技術において、例えば、画像評価情報は、個人識別情報で特定される個人が表
示コンテンツを見ているときのこの個人の顔の表情を評価する情報であり、取得部で取得
される画像評価情報には、評価時における表示コンテンツを識別するコンテンツ識別情報
が付加されており、設定部は、画像評価情報およびコンテンツ識別情報に基づき、第２の
画像情報を評価するための評価条件を設定する、ようにされてもよい。
【００１１】
　この場合、画像評価情報に基づいて評価条件を設定する際に、表示コンテンツの違いに
よる画像評価情報のバラツキを抑えることが可能となり、評価条件の精度を高めることが
可能となる。また、この場合、特定の表示コンテンツを見ているときの画像評価情報のみ
を選択的に用いて評価条件を設定することも可能となる。
【００１２】
　また、本技術において、例えば、取得部で取得された画像評価情報を、評価時における
評価エンジンと第２の画像情報を評価する評価エンジンとに応じて変換する変換部をさら
に備え、設定部は、変換部で変換された画像評価情報に基づいて、第２の画像情報を評価
するための評価条件を設定する、ようにされてもよい。この場合、２つの評価エンジンが
異なるときにも、評価条件の設定を適切に行うことが可能となる。ここで、「評価エンジ
ン」は、入力された画像を、所定の画像処理を利用して評価する機構、または機能、また
はプログラムを意味する。
【００１３】
　また、本技術において、例えば、取得部で取得された画像評価情報を、評価時における
環境と第２の画像情報を評価する環境とに応じて変換する変換部をさらに備え、設定部は
、変換部で変換された画像評価情報に基づいて、第２の画像情報を評価するための評価条
件を設定する、ようにされてもよい。この場合、２つの環境が異なるときにも、評価条件
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の設定を適切に行うことが可能となる。
【００１４】
　また、本技術の他の概念は、
　第２の画像情報を評価条件に基づいて評価する評価部と、
　前記評価の結果に基づいて制御される処理部を備え、
　上記評価条件は、
　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報に基づいて設定される
　情報処理装置にある。
【００１５】
　本技術において、評価部により、第２の画像情報が評価条件に基づいて評価される。そ
して、この評価の結果に基づいて処理部が制御される。ここで、評価条件は、第１の画像
情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、この第１の画像情報に基づき検出
された主要被写体の像に応じてこの第１の画像情報を評価することにより生成される画像
評価情報に基づいて設定される。
【００１６】
　例えば、処理部は撮像部であり、第２の画像情報は前記撮像部により得られ、評価の結
果に基づいて、撮像部のシャッタータイミングが制御されてもよい。ここで、例えば、画
像評価情報は、個人識別情報で特定される個人の顔の表情を評価する情報であってもよい
、また、例えば、画像評価情報は、個人識別情報で特定される個人に関連付けされる構図
を評価する評価情報であってもよい。また、例えば、画像処理部は表示部であり、第２の
画像情報は、表示部に表示し得る表示コンテンツの画像情報であり、評価の結果に基づい
て、表示部への推奨コンテンツ表示が制御されてもよい。
【００１７】
　このように本技術においては、ユーザ毎に自動的に最適化された評価条件により、第２
の画像情報の評価が行われ、その結果に基づいて処理部が制御されるものである。そのた
め、ユーザ毎に適切な評価結果を得ることができ、処理部の制御が適切に行われる。
【００１８】
　また、本技術のさらに他の概念は、
　第１の音声情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の音声情報
を評価することにより生成される音声評価情報とを取得する取得部と、
　前記個人識別情報と前記音声評価情報に基づき第２の音声情報を評価するための評価条
件を設定する設定部を備える
　情報処理装置にある。
【００１９】
　本技術において、取得部により、個人識別情報と音声評価情報とが取得される。ここで
、個人識別情報は、第１の音声情報に関連する個人を識別するための情報である。音声評
価情報は、第１の音声情報を評価することにより生成されるものである。そして、設定部
により、個人識別情報と音声評価情報に基づき第２の音声情報を評価するための評価条件
が設定される。このように本技術においては、個人に関連付けされた音声評価情報に基づ
いて評価条件が設定されるものであるため、評価条件をユーザ毎に自動的に最適化するこ
とが可能となる。
【００２０】
　また、本技術の別の概念は、
　第２の音声情報を評価条件に基づいて評価する評価部と、
　前記評価の結果に基づいて制御される処理部を備え、
　前記評価条件は、
　第１の音声情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の音声情報
を評価することにより生成される音声評価情報に基づいて設定される
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　情報処理装置にある。
【００２１】
　本技術において、評価部により、第２の音声情報が評価条件に基づいて評価される。そ
して、この評価の結果に基づいて処理部が制御される。ここで、評価条件は、第１の音声
情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、この第１の音声情報を評価するこ
とにより生成される音声評価情報に基づいて設定される。
【００２２】
　このように本技術においては、ユーザ毎に自動的に最適化された評価条件により、第２
の音声情報の評価が行われ、その結果に基づいて処理部が制御されるものである。そのた
め、ユーザ毎に適切な評価結果を得ることができ、処理部の制御が適切に行われる。
【発明の効果】
【００２３】
　本技術によれば、笑顔などの評価条件をユーザ毎に自動的に最適化できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施の形態としての情報処理システムの構成例を示すブロック図である。
【図２】判定実行装置で評価条件を設定する場合における、情報処理システムの各部のブ
ロック構成の一例を示す図である。
【図３】サーバ装置で評価条件を設定する場合における、情報処理システムの各部のブロ
ック構成の一例を示す図である。
【図４】ログ情報収集装置で評価条件を設定する場合における、情報処理システムの各部
のブロック構成の一例を示す図である。
【図５】ログ情報収集装置がテレビ受信機（ＴＶ）で、判定実行装置がデジタルスチルカ
メラ（ＤＳＣ）である情報処理システムの構成例を示すブロック図である。
【図６】情報処理システムの各部のブロック構成の一例を示す図である。
【図７】個人識別情報に関連付けされてデータベースに記憶される笑顔度のログ情報の一
例を示す図である。
【図８】笑顔度に、日付、時間の情報だけでなく、室内か屋外か、明るいか暗いか、など
の環境情報を付加することを説明するための図である。
【図９】笑顔度に、日付、時間の情報だけでなく、表示コンテンツの種類を示すコンテン
ツ識別情報を付加することを説明するための図である。
【図１０】テレビ受信機の処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図１１】サーバ装置の処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図１２】デジタルスチルカメラの処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図１３】情報処理システムのブロック構成の他の一例を示す図である。
【図１４】情報処理システムのブロック構成のさらに他の一例を示す図である。
【図１５】情報処理システムのブロック構成の別の一例を示す図である。
【図１６】情報処理システムのブロック構成のさらに別の一例を示す図である。
【図１７】ログ情報収集装置がテレビ受信機（ＴＶ）で、判定実行装置がテレビ受信機（
ＴＶ）である情報処理システムの構成例を示す図である。
【図１８】情報処理システムの各部のブロック構成の一例を示す図である。
【図１９】テレビ受信機の処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図２０】サーバ装置の処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図２１】テレビ受信機の処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図２２】ログ情報収集装置がパーソナルコンピュータ（ＰＣ）で、判定実行装置がデジ
タルスチルカメラ（ＤＳＣ）である情報処理システムの構成例を示す図である。
【図２３】情報処理システムの各部のブロック構成の一例を示す図である。
【図２４】パーソナルコンピュータの処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図２５】サーバ装置の処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図２６】デジタルスチルカメラの処理フローの一例を示すフローチャートである。
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【図２７】ログ情報収集装置がパーソナルコンピュータ（ＰＣ）で、判定実行装置がテレ
ビ受信機（ＴＶ）である情報処理システムの構成例を示す図である。
【図２８】情報処理システムの各部のブロック構成の一例を示す図である。
【図２９】パーソナルコンピュータの処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図３０】サーバ装置の処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図３１】テレビ受信機の処理フローの一例を示すフローチャートである。
【図３２】ログ情報収集装置および判定実行装置が同一機器であって、デジタルスチルカ
メラである情報処理システムの構成例を示す図である。
【図３３】情報処理システムの各部のブロック構成の一例を示す図である。
【図３４】ログ情報収集装置が、２台のテレビ受信機（ＴＶ）で、判定実行装置がデジタ
ルスチルカメラ（ＤＳＣ）である情報処理システムの構成例を示す図である。
【図３５】判定実行装置において評価情報（画像評価情報、音声評価情報）を、評価エン
ジンの情報、環境情報などに基づいて適切な値に変換して用いる場合における、情報処理
システムの構成例を示す図である。
【図３６】評価情報変換部の構成例を示す図である。
【図３７】評価情報を画像評価エンジン情報に基づいて変換する変換処理例を説明するた
めの図である。
【図３８】評価情報を明るさ情報に基づいて変換する変換処理例を説明するための図であ
る。
【図３９】ログ情報収集装置側に評価情報変換部を設ける場合における情報処理システム
の構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とする）について説明する。
なお、説明を以下の順序で行う。
　１．実施の形態
　２．変形例
【００２６】
　＜１．実施の形態＞
　［情報処理システム］
　図１は、実施の形態としての情報処理システム１０の構成例を示している。この情報処
理システム１０は、ログ情報収集装置１１０、判定実行装置１２０およびサーバ装置１３
０により構成されている。サーバ装置１３０は、クラウド上、すなわちネットワーク上に
存在する。ログ情報収集装置１１０および判定実行装置１２０は、それぞれ、クラウド上
のサーバ装置１３０と通信が可能とされている。
【００２７】
　ログ情報収集装置１１０は、ログ情報を収集する。このログ情報は、個人識別情報に関
連付けられる画像評価情報あるいは音声評価情報である。画像評価情報には、個人識別情
報で特定される個人の顔の表情を評価する情報、個人識別情報で特定される個人に関連付
けされる構図を評価する情報、個人識別情報で特定される個人の表示コンテンツへの興味
度合いを評価する情報などが含まれる。
【００２８】
　ログ情報収集装置１１０は、収集した評価情報をログ情報として、クラウド上のサーバ
装置１３０に送る。サーバ装置１３０は、ログ情報収集装置１１０から個人識別情報と共
に送られてくる評価情報を、個人識別情報に関連付けてデータベースに保存する。
【００２９】
　判定実行装置１２０は、所定の個人識別情報に関連付けされている評価情報のログ情報
をサーバ装置１３０から受け取り、そのログ情報を解析して、評価条件を設定する。そし
て、判定実行装置１２０は、設定された評価条件を用いて、画像情報あるいは音声情報の
評価を行い、その結果に基づいて処理を制御する。
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【００３０】
　図２は、情報処理システム１１０の各部のブロック構成の一例を示している。ログ情報
収集装置１１０は、評価情報入力部１１１と、評価部１１２と、送信部１１３を有してい
る。評価情報入力部１１１は、評価対象となる画像情報あるいは音声情報を入力する。こ
の評価情報入力部１１１は、評価対象が画像情報である場合には、撮像部、画像再生部、
あるいは画像入力端子等により構成される。また、この評価情報入力部１１１は、評価対
象が音声情報である場合には、マイクロホン、音声再生部、音声入力端子等により構成さ
れる。
【００３１】
　評価部１１２は、評価情報入力部１１１から入力される評価対象の画像情報あるいは音
声情報を評価して、画像評価情報あるいは音声評価情報を生成する。評価部１１２で評価
情報を生成することは、ユーザの明示的な操作、あるいは自動的に所定の時間間隔をもっ
て行われる。送信部１１３は、評価部１１２で生成された評価情報をログ情報として個人
識別情報と共にサーバ装置１３０に送り、データベースに保存する。
【００３２】
　判定実行装置１２０は、受信部１２１と、情報処理部１２２と、評価情報入力部１２３
と、評価部１２４と、処理部１２５を有している。受信部１２１は、サーバ装置１３０か
ら、所定の個人識別情報と、この個人識別情報に関連付けされている評価情報のログ情報
を受け取る。情報処理部１２２は、受信部１２１で受け取った評価情報のログ情報に基づ
いて、評価条件を設定する。
【００３３】
　情報処理部１２２は、取得部１２２ａおよび設定部１２２ｂにより構成されている。取
得部１２２ａは、受信部１２１で受け取られた、個人識別情報に関連付けされた評価情報
のログ情報を取得する。設定部１２２ｂは、取得部１２２ａで取得されたログ情報に基づ
き、個人識別情報で特定される個人に対応した評価条件を設定する。
【００３４】
　評価情報入力部１２３は、評価対象となる画像情報あるいは音声情報を入力する。この
評価情報入力部１２３は、評価対象が画像情報である場合には、撮像部、画像再生部、あ
るいは画像入力端子等により構成される。また、この評価情報入力部１２３は、評価対象
が音声情報である場合には、マイクロホン、音声再生部、音声入力端子等により構成され
る。
【００３５】
　評価部１２４は、評価情報入力部１２３から入力される評価対象の画像情報あるいは音
声情報を、情報処理部１２２で設定された評価条件を用いて評価する。処理部１２５は、
評価部１２４の評価結果に基づいて制御される。この処理部１２５は、撮像部、画像表示
部、音声出力部などである。
【００３６】
　上述では、判定実行装置１２０で評価条件を設定するように説明した。しかし、評価条
件の設定は、サーバ装置１３０あるいはログ情報収集装置１１０で行うことも考えられる
。
【００３７】
　図３は、サーバ装置１３０で評価条件を設定する場合における、情報処理システム１１
０の各部のブロック構成の一例を示している。この図３において、図２と対応する部分に
は同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。
【００３８】
　ログ情報収集装置１１０に関しては、図２の情報処理システム１０におけるログ情報収
集装置１１０と同様の構成となっている。サーバ装置１３０は、データベースの他に、情
報処理部１２２を有している。情報処理部１２２は、評価情報のログ情報に基づいて、評
価条件を設定する。
【００３９】
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　この情報処理部１２２は、図２における判定実行装置１２０の情報処理部１２２と同様
に、取得部１２２ａおよび設定部１２２ｂにより構成されている。取得部１２２ａは、デ
ータベースから、所定の個人識別情報に関連付けされた評価情報のログ情報を取得する。
設定部１２２ｂは、取得部１２２ａで取得されたログ情報に基づき、個人識別情報で特定
される個人に対応した評価条件を設定する。
【００４０】
　判定実行装置１２０は、受信部１２１と、評価情報入力部１２３と、評価部１２４と、
処理部１２５を有している。受信部１２１は、サーバ装置１３０の情報処理部１２２で設
定された、所定の個人識別情報で特定される個人に対応して設定された評価条件を受け取
る。
【００４１】
　評価情報入力部１２３は、評価対象となる画像情報あるいは音声情報を入力する。評価
部１２４は、評価情報入力部１２３から入力される評価対象の画像情報あるいは音声情報
を、受信部１２１で受け取った評価条件を用いて評価する。処理部１２５は、評価部１２
４の評価結果に基づいて制御される。
【００４２】
　図４は、ログ情報収集装置１１０で評価条件を設定する場合における、情報処理システ
ム１１０の各部のブロック構成の一例を示している。この図４において、図２、図３と対
応する部分には同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。
【００４３】
　サーバ装置１３０に関しては、図２の情報処理システム１０におけるサーバ装置１３０
と同様の構成となっている。また、判定実行装置１２０に関しては、図３の情報処理シス
テム１０における判定事項装置１２０と同様の構成となっている。ログ情報収集装置１１
０は、評価情報入力部１１１と、評価部１１２と、情報処理部１２２と、送信部１１３を
有している。
【００４４】
　評価情報入力部１１１は、評価対象となる画像情報あるいは音声情報を入力する。評価
部１１２は、評価情報入力部１１１から入力される評価対象の画像情報あるいは音声情報
を評価して、画像評価情報あるいは音声評価情報を生成する。情報処理部１２２は、評価
情報のログ情報に基づいて、評価条件を設定する。この情報処理部１２２は、図２におけ
る判定実行装置１２０の情報処理部１２２、あるいは図３におけるサーバ装置１３０の情
報処理部１２２と同様に、取得部１２２ａおよび設定部１２２ｂにより構成されている。
【００４５】
　取得部１２２ａは、評価部１１２から、所定の個人識別情報に関連付けされた評価情報
のログ情報を取得する。設定部１２２ｂは、取得部１２２ａで取得されたログ情報に基づ
き、個人識別情報で特定される個人に対応した評価条件を設定する。送信部１１３は、情
報処理部１２２で設定された評価条件を個人識別情報と共にサーバ装置１３０に送り、デ
ータベースに保存する。
【００４６】
　［情報処理システムの具体例１：顔の表情の評価］
　次に、情報処理システム１０の具体例１について説明する。図５は、ログ情報収集装置
がテレビ受信機（ＴＶ）１１０Ａで、判定実行装置がデジタルスチルカメラ（ＤＳＣ）１
２０Ａである情報処理システム１０Ａの構成例を示している。また、この情報処理システ
ム１０Ａでは、評価情報が画像情報であり、画像評価情報が個人（人物）の顔の表情、こ
こでは笑顔を評価する情報である。
【００４７】
　この情報処理システム１０Ａは、テレビ受信機１１０Ａ、デジタルスチルカメラ１２０
Ａおよびサーバ装置１３０により構成されている。サーバ装置１３０は、クラウド上、す
なわちネットワーク上に存在する。テレビ受信機１１０Ａおよびデジタルスチルカメラ１
２０Ａは、それぞれ、クラウド上のサーバ装置１３０と通信が可能とされている。
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【００４８】
　テレビ受信機１１０Ａは、個人識別情報に関連付けられる笑顔度のログ情報を収集する
。テレビ受信機１１０Ａは、（１）カメラ（撮像部）２０１で個人２０２を撮像して画像
情報を得る。テレビ受信機１１０Ａは、この画像情報から顔像を検出し、この顔像に対し
て個人識別処理を行って個人識別情報を得ると共に、この顔像に対して笑顔認識処理を行
って笑顔度を求める。（２）テレビ受信機１１０Ａは、個人識別情報と共に、笑顔度を、
クラウド上のサーバ装置１３０に送る。サーバ装置１３０は、テレビ受信機１１０Ａから
送られてくる笑顔度を、個人識別情報に関連付けてデータベースに保存する。
【００４９】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａは、（３）被写体としての個人４００を撮像して画像情
報を得る。デジタルスチルカメラ１２０Ａは、この画像情報から顔を検出し、この顔像に
対して個人識別処理を行って個人識別情報を得る。（４）デジタルスチルカメラ１２０Ａ
は、この個人識別情報をサーバ装置１３０に送り、（５）サーバ装置１３０から、その個
人識別情報に関連付けて記憶されている笑顔度のログ情報を受け取る。
【００５０】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａは、そのログ情報を解析して、評価条件（笑顔の閾値）
を設定する。デジタルスチルカメラ１２０Ａは、上述の顔像に対して笑顔認識処理を行っ
て笑顔度を得る。そして、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、このように得られた笑顔度
を評価条件に基づいて評価する。（６）デジタルスチルカメラ１２０Ａは、笑顔度が閾値
より大きいとき、笑顔であると判断し、シャッタを切って、個人４００のスチル撮像を行
う。
【００５１】
　図６は、情報処理システム１０Ａの各部のブロック構成の一例を示している。テレビ受
信機１１０Ａは、カメラ（撮像部）２０１と、顔処理部２０３と、データ送信部２０７を
有している。カメラ２０１は、上述したように、個人２０２を撮像して、評価対象として
の画像情報を得る。
【００５２】
　顔処理部２０３は、顔検出部２０４、個人識別部２０５および笑顔認識部２０６を備え
ている。顔処理部２０３は、顔検出部２０４により、カメラ２０１で撮像して得られた画
像情報から顔を検出する。この顔検出は、一般的なカメラで用いられている方法を用いて
行うことができる。例えば、特開２００８－４２３１９号公報には、顔検出方法の一例が
記載されている。
【００５３】
　また、顔処理部２０３は、個人識別部２０５により、顔像に対して個人識別処理を行っ
て、個人識別情報を得る。この個人識別部２０５は、例えば、個人識別情報として、個人
を見分けることができる特徴量を出力する。この個人識別は、セキュリティ分野やカメラ
の個人を見分ける機能で使われているような一般的な方法を用いて行うことができる。例
えば、特開２０１０－６１４６５号公報には、個人識別方法の一例が記載されている。
【００５４】
　また、顔処理部２０３は、笑顔認識部２０６により、顔像に対して笑顔認識処理を行っ
て、笑顔度（笑顔スコア）を得る。この笑顔度は、例えば、０～１００の範囲内の値とさ
れる。この笑顔認識は、カメラの笑顔になると撮影する機能で使われている一般的な方法
を用いて行うことができる。例えば、特開２００８－４２３１９号公報、特開２００８－
３１１８１９号公報には、笑顔認識方法の一例が記載されている。
【００５５】
　データ送信部２０７は、笑顔認識部２０６で得られた笑顔度をログ情報として、個人識
別部２０５で得られた個人識別情報と共にサーバ装置１３０に送って、データベースに保
存する。このように、テレビ受信機１１０Ａにおける、上述の個人２０２の撮像から個人
識別情報と共に笑顔度をサーバ装置１３０に送信する一連の処理は、ユーザの明示的な操
作、あるいは自動的に所定の時間間隔をもって行われる。
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【００５６】
　サーバ装置１３０は、データ受信部３０１と、データ保存部３０２と、データベース３
０３と、個人識別情報マッチング部３０４と、データ送信部３０５を有している。データ
受信部３０１は、テレビ受信機１１０Ａから送られてくる個人識別情報および笑顔度を受
信すると共に、デジタルスチルカメラ１２０Ａから送られてくる個人識別情報を受信する
。
【００５７】
　データ保存部３０２は、データ受信部３０１がテレビ受信機１１０Ａからの個人識別情
報および笑顔度を受信するとき、その笑顔度をログ情報として、個人識別情報に関連付け
て、データベース３０３に保存する。個人識別情報マッチング部３０４は、データ受信部
３０１がデジタルスチルカメラ１２０Ａからの個人識別情報を受信するとき、その個人識
別情報とデータベース３０３に記憶されている個人識別情報とのマッチング処理を行う。
【００５８】
　そして、個人識別情報マッチング部３０４は、マッチング処理により、データベース３
０３に、デジタルスチルカメラ１２０Ａからの個人識別情報に対応した笑顔度のログ情報
が存在するか否かを検索する。データ送信部３０５は、データベース３０３にデジタルス
チルカメラ１２０Ａからの個人識別情報に対応した笑顔度のログ情報があるとき、個人識
別情報と共に笑顔度のログ情報を、デジタルスチルカメラ１２０Ａに送信する。
【００５９】
　図７は、データベース３０３に、個人識別情報に関連付けされて記憶される笑顔度のロ
グ情報の一例を示している。個人識別をするための特徴量と笑顔度とがペアとされて記憶
される。図示の例では、笑顔度（笑顔スコア）が時系列情報である場合を示している。
【００６０】
　例えば、Ａさんに関しては、８／１は１７時にテレビ受信機１１０Ａを視聴しており、
カメラ２０１に捉えられ、その時間帯の笑顔度の最大値は８０、同様に、８／２は７５、
８／３は７０、８／４は９０だったことが保存されている。ここで、保存される笑顔度は
、最大値ではなく、全ての値でもよいし、平均値でもよい。また、各日あたりに１個でな
くてもよい。同様に、Ｂさん、Ｃさんに関しても、笑顔度のログ情報が保存されている。
【００６１】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａからの個人識別情報が例えばＡさんの特徴量であった場
合、個人識別マッチング部３０４によるマッチング処理により、データベース３０３から
、Ａさんの笑顔度のログ情報が検索される。そして、データ送信部３０５から、Ａさんの
特徴量（個人識別情報）と共に当該検索された笑顔度のログ情報がデジタルスチルカメラ
１２０Ａに送信される。
【００６２】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａは、カメラ（撮像部）４０１と、顔処理部４０２と、デ
ータ送信部４０６と、データ受信部４０７と、ログ解析部４０８と、撮像タイミング制御
部４０９を有している。カメラ４０１は、上述したように、個人４００を撮像して、評価
対象としての画像情報を得る。
【００６３】
　顔処理部４０２は、顔検出部４０３、個人識別部４０４および笑顔認識部４０５を備え
ている。顔処理部４０２は、顔検出部４０３により、カメラ４０１で撮像して得られた画
像情報から顔を検出する。この顔検出部４０３は、上述したテレビ受信機１１０Ａにおけ
る顔検出部２０４と同様の構成とされており、顔検出を一般的なカメラで用いられている
方法を用いて行う。
【００６４】
　また、顔処理部４０２は、個人識別部４０４により、顔像に対して個人識別処理を行っ
て、個人識別情報を得る。この個人識別部４０４は、上述したテレビ受信機１１０Ａにお
ける個人識別部２０５と同様の構成とされており、個人識別をセキュリティ分野やカメラ
の個人を見分ける機能で使われているような一般的な方法を用いて行う。
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【００６５】
　また、顔処理部４０２は、笑顔認識部４０５により、顔像に対して笑顔認識処理を行っ
て、笑顔度（笑顔スコア）を得る。この笑顔認識部４０５は、上述したテレビ受信機１１
０Ａにおける笑顔認識部２０６と同様の構成とされており、笑顔認識をカメラの笑顔にな
ると撮影する機能で使われている一般的な方法を用いて行う。
【００６６】
　データ送信部４０６は、個人識別部４０４で得られた個人識別情報を、サーバ装置１３
０に送る。データ受信部４０７は、上述したようにサーバ装置１３０から送られてくる個
人識別情報および笑顔度のログ情報を受信する。ログ解析部４０８は、笑顔度のログ情報
を解析して、評価条件、ここでは笑顔の最適な閾値を設定する。
【００６７】
　ここで、閾値として、例えば、個人ごとの保存されている笑顔度の平均値を利用するこ
とができる。例えば、平均値を使った場合、図７のＡさんの場合の閾値は、（８０＋７５
＋７０＋９０）／４＝７８．７５、Ｂさんの場合の閾値は、（４０＋３０＋５０）／３＝
４０、Ｃさんの場合の閾値は、（７０＋５０＋６０＋５０）／４＝５７．５となる。他に
も、近い日付や同じ時間帯などの特定条件に合致した笑顔度の平均値や、最大値を用いる
こともできる。
【００６８】
　また、図８に示すように、笑顔度に、日付、時間の情報だけでなく、室内か屋外か、明
るいか暗いか、などの環境情報を付加しておくことが考えられる。その場合には、環境の
似通った笑顔度のみを用いて、撮影環境に適合した閾値を設定することも可能となる。
【００６９】
　さらに、図９に示すように、笑顔度に、日付、時間の情報だけでなく、その笑顔度が得
られたときにテレビ受信機１１０Ａで表示されていた表示コンテンツの種類を示すコンテ
ンツ識別情報を付加しておくことも考えられる。その場合には、閾値を設定するにあたっ
て、笑顔度にコンテンツの種類に応じてその値を調整して用いることが可能となる。
【００７０】
　例えば、コンテンツの種類がコメディやお笑いであった場合には、一般的に笑顔度が高
くなっていると思われるので、重み付け係数は小さくされる。なお、コンテンツの種類が
コメディやお笑いであった場合に得られた笑顔度を重点的に利用することも考えられる。
【００７１】
　撮像タイミング制御部４０９は、笑顔認識部４０５で得られる笑顔度が、ログ解析部４
０８で求められた笑顔の閾値を越えるとき、スチル画像の撮像が行われるようにカメラ４
０１のシャッタ制御を行う。この場合、カメラ４０１では、個人４００をスチル撮像して
、その画像情報を保存することが行われる。
【００７２】
　なお、撮影対象となる個人（人物）は、最も顔が大きかったり、中心に近かったりする
１人でもよく、ユーザに指定された個人でもよく、画面内にいる複数人でもよい。複数人
の場合は、全員が閾値を越えていることを条件とすることができる。また、複数人の場合
は、過半数が閾値を越えていることを条件とすることができる。
【００７３】
　なお、ログ情報として保存される画像評価情報（笑顔度など）に付加される情報として
、上述の日時、環境、表示コンテンツなどの情報の他に、シーン情報やＧＰＳ情報（位置
情報）なども考えられる。また、画像評価情報に付加される環境情報として、詳細説明は
省略するが、以下のような、Exif（Exchangeable image file format）のメタデータも考
えられる。
【００７４】
・撮影日時　＜＜撮像により評価画像を生成した際の日時＞＞
・撮影機器メーカ名　＜＜評価機器メーカ名＞＞
・撮影機器モデル名　＜＜評価機器モデル名＞＞
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・画像全体の解像度　＜＜評価画像の解像度＞＞
・水平・垂直方向の単位あたり解像度　＜＜評価画像の解像度＞＞
・撮影方向　＜＜撮像により評価画像を生成した際の撮影方向＞＞
・シャッタスピード　＜＜撮像により評価画像を生成した際のシャッタスピード＞＞
・絞り（F値）　＜＜撮像により評価画像を生成した際の絞り＞＞
・ISO感度　＜＜撮像により評価画像を生成した際のISO感度＞＞
・測光モード　＜＜撮像により評価画像を生成した際の測光モード＞＞
・フラッシュの有無　＜＜撮像により評価画像を生成した際のフラッシュの有無＞＞
・露光補正ステップ値　＜＜撮像により評価画像を生成した際の露光補正ステップ値＞＞
・焦点距離　＜＜撮像により評価画像を生成した際の焦点距離＞＞
・色空間　＜＜カラースペース＞＞＜＜撮像により評価画像を生成した際の色空間＞＞
・GPS情報（GPS付きカメラの場合、緯度・経度・標高など。）　＜＜撮像により評価画像
を生成した際のGPS情報＞＞
【００７５】
　また、画像評価情報に付加される環境情報として、さらに、以下のような情報も考えら
れる。
【００７６】
　画像評価エンジンＩＤ　＜＜“評価”されたときの環境情報＞＞
画像評価時に表示されていたコンテンツの情報（コンテンツＩＤ、コンテンツのジャンル
、コンテンツに対するユーザのお気に入り度）＜＜撮像されたときの環境情報＞＞
・評価機器ＩＤ　＜＜“評価”されたときの環境情報＞＞
・被写体（評価対象）の明るさ
・撮影環境の明るさ（評価環境の明るさ）
・光源情報
・カラーバランス（ホワイトバランス）
・被写体（評価対象）のサイズ
・被写体（評価対象）の向き
・被写体（評価対象）の移動（速度）　＜＜被写体が動いている場合は評価の精度が下が
り、評価値が小さく算出されることが考えられるため＞＞
・撮像装置のブレ度（手振れ度）＜＜上記被写体の移動と同様に、手振れが起きている場
合は評価の精度が下がり、評価値が低く算出されることが考えられるため＞＞
【００７７】
　なお、画像評価情報（笑顔度など）が得られた際の環境情報などを上述したように環境
情報に付加することとは逆に、所定の環境を意図的に作っておいて、ログをとることも考
えられる。例えば、笑顔度を計測するので笑って下さいという指示を出して、笑顔を作ら
せることもでき、そのときに照明条件などをもコントロールすることができる。これによ
り、必要とする環境における画像評価情報を効率よく得ることが可能となる。
【００７８】
　図６に示す情報処理システム１０Ａの動作を説明する。最初に、ログ情報収集時の動作
を説明する。テレビ受信機１１０Ａのカメラ２０１で、所定の表示コンテンツを視聴して
いる個人２０２が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。この画像情報は、顔
処理部２０３に供給される。
【００７９】
　顔処理部２０３では、顔検出部２０４により、画像情報から顔が検出される。そして、
個人識別部２０５で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報が得られると共に
、笑顔認識部２０６で顔像に対して笑顔認識処理が行われて笑顔度（笑顔スコア）が得ら
れる。そして、データ送信部２０７により、笑顔度は、ログ情報として、個人識別情報と
共にサーバ装置１３０に送られる。
【００８０】
　なお、テレビ受信機１１０Ａにおける、上述の個人２０２が撮像されて個人識別情報と



(15) JP 2013-126206 A 2013.6.24

10

20

30

40

50

共に笑顔度のログ情報がサーバ装置１３０に送信される一連の処理は、ユーザの明示的な
操作、あるいは自動的に所定の時間間隔をもって行われる。この場合、笑顔度には、日付
、時間の情報の他に、環境情報、あるいは表示コンテンツの種類を示す識別情報などが付
加されてもよい。
【００８１】
　テレビ受信機１１０Ａから送られる個人識別情報および笑顔度のログ情報は、サーバ装
置１３０のデータ受信部３０１で受信される。サーバ装置１３０では、このように受信さ
れた笑顔度のログ情報が、個人識別情報に関連付けされて、データベース３０３に保存さ
れる。このようにして、サーバ装置１３０のデータベース３０３には、所定数の個人に対
応した笑顔度のログ情報が識別可能に保存される（図７～図９参照）。
【００８２】
　なお、サーバ装置１３０において、データベース３０３に保存される各個人の笑顔度の
ログ情報の個数は順次増加していく。この場合、所定数以上になった場合は、時間的に古
いものは順次削除してもよく、あるいは、平均値として残すようにしてもよい。
【００８３】
　次に、ログ情報利用時の動作を説明する。デジタルスチルカメラ１２０Ａのカメラ４０
１で、被写体としての個人４００が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。こ
の画像情報は、顔処理部４０２に供給される。顔処理部４０２では、顔検出部４０３によ
り、画像情報から顔が検出される。そして、個人識別部４０４で顔像に対して個人識別処
理が行われて個人識別情報が得られる。この個人識別情報は、データ送信部４０６により
、サーバ装置１３０に送られる。
【００８４】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａから送られる個人識別情報は、サーバ装置１３０のデー
タ受信部３０１で受信され、個人識別情報マッチング部３０４に送られる。このマッチン
グ部３０４では、データベース３０３に、デジタルスチルカメラ１２０Ａからの個人識別
情報に対応した笑顔度のログ情報が存在するか否かが検索される。存在するとき、その笑
顔度のログ情報がデータベース３０３から取り出され、データ送信部３０５により、個人
識別情報と共にデジタルスチルカメラ１２０Ａに送信される。
【００８５】
　サーバ装置１３０から個人識別情報と共に送られる笑顔度のログ情報は、デジタルスチ
ルカメラ１２０Ａのデータ受信部４０７で受信され、ログ解析部４０８に供給される。こ
のログ解析部４０８では、笑顔度のログ情報が解析されて、評価条件として、被写体とし
ての個人４００に対応した笑顔の最適な閾値が設定される。
【００８６】
　この笑顔の閾値は、撮像タイミング制御部４０９に供給される。また、顔処理部４０２
では、笑顔認識部４０５により、顔像に対して笑顔認識処理が行われて笑顔度（笑顔スコ
ア）が得られる。この笑顔度は、撮像タイミング制御部４０９に供給される。なお、ログ
情報利用時には、カメラ４０１から連続して画像情報が出力される状態となっており、笑
顔認識部４０５では笑顔度を得ることが繰り返し行われる。
【００８７】
　撮像タイミング制御部４０９では、笑顔認識部４０５で得られる笑顔度が、ログ解析部
４０８で設定される閾値を越えるとき、スチル画像の撮像が行われるようにカメラ４０１
のシャッタ制御が行われる。この場合、カメラ４０１では、被写体としての個人４００の
スチル撮像が行われ、その画像情報が保存される。
【００８８】
　図１０は、テレビ受信機１１０Ａの処理フローの一例を示している。テレビ受信機１１
０Ａは、ステップＳＴ１において、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ２の処理に移
る。この場合、ユーザの明示的な操作により、あるいは個人２０２の認識によって自動的
に、処理を開始する。テレビ受信機１１０Ａは、ステップＳＴ２において、カメラ２０１
で、個人２０２を撮像してカメラ画像（画像情報）を取得する。
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【００８９】
　次に、テレビ受信機１１０Ａは、ステップＳＴ３において、顔処理部２０３の顔検出部
２０４により、画像情報から顔を検出する。そして、テレビ受信機１１０Ａは、ステップ
ＳＴ４において、顔処理部２０３の個人識別部２０５により、顔像に対して個人識別処理
を行って、個人識別情報（特徴量）を得る。さらに、テレビ受信機１１０Ａは、ステップ
ＳＴ５において、顔処理部２０３の笑顔認識部２０６により、顔像に対して笑顔認識処理
を行って、笑顔度（笑顔スコア）を得る。なお、ステップＳＴ４とステップＳＴ５の処理
の順番は逆であってもよい。
【００９０】
　次に、テレビ受信機１１０Ａは、ステップＳＴ６において、データ送信部２０７により
、ステップＳＴ４で得られた個人識別情報とステップＳＴ５で得られた笑顔度を対として
、サーバ装置１３０に送信する。テレビ受信機１１０Ａは、ステップＳＴ６の処理の後、
ステップＳＴ７において、処理を終了する。
【００９１】
　図１１は、サーバ装置１３０の処理フローの一例を示している。サーバ装置１３０は、
この処理フローを所定の周期をもって繰り返し実行する。サーバ装置１３０は、ステップ
ＳＴ１１において、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ１２の処理に移る。このステ
ップＳＴ１２において、サーバ装置１３０は、データ受信部３０１でログ情報収集装置（
テレビ受信機１１０Ａ）からデータを受信しているか否かを判断する。
【００９２】
　データを受信しているとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ１３において、データ
保存部３０２により、受信された個人識別情報および笑顔度のログ情報を、データベース
３０３に保存する。サーバ装置１３０は、このステップＳＴ１３の処理の後、ステップＳ
Ｔ１４において、処理を終了する。
【００９３】
　上述のステップＳＴ１２で、データを受信していないとき、サーバ装置１３０は、ステ
ップＳＴ１５の処理に移る。このステップＳＴ１５において、サーバ装置１３０は、デー
タ受信部３０１で判定実行装置（デジタルスチルカメラ１２０Ａ）からデータを受信して
いるか否かを判断する。データを受信していないとき、サーバ装置１３０は、直ちに、ス
テップＳＴ１４において、処理を終了する。
【００９４】
　一方、データを受信しているとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ１６の処理に移
る。このステップＳＴ１６において、サーバ装置１３０は、個人識別情報マッチング部３
０４により、受信された個人識別情報とデータベース３０３に記憶されている個人識別情
報とのマッチング処理を行って、データベース３０３にその個人識別情報に対応した笑顔
度のログ情報が存在するか否かを検索する。
【００９５】
　次に、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ１７において、ステップＳＴ１６の検索結果
に基づいて、データベース３０３に受信された個人識別情報に対応した笑顔度のログ情報
があるか否かを判断する。ログ情報があるとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ１８
において、データ送信部３０５により、データベース３０３からそのログ情報を取り出し
、デジタルスチルカメラ１２０Ａに送信する。
【００９６】
　サーバ装置１３０は、ステップＳＴ１８の処理の後、ステップＳＴ１４において、処理
を終了する。また、ステップＳＴ１７でログ情報がないとき、サーバ装置１３０は、直ち
に、ステップＳＴ１４において、処理を終了する。
【００９７】
　図１２は、デジタルスチルカメラ１２０Ａの処理フローの一例を示している。デジタル
スチルカメラ１２０Ａは、この処理フローを所定の周期をもって繰り返し実行する。デジ
タルスチルカメラ１２０Ａは、ステップＳＴ２１において、処理を開始し、その後に、ス
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テップＳＴ２２の処理に移る。
【００９８】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａは、ステップＳＴ２２において、カメラ画像（画像情報
）の取得タイミングにあるか否かを判断する。この取得タイミングは、例えば、ユーザの
シャッタ操作後に自動的に所定周期をもって繰り返し与えられる。取得タイミングにある
とき、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、ステップＳＴ２３において、カメラ４０１で被
写体としての個人４００を撮像して、カメラ画像（画像情報）を取得する。
【００９９】
　次に、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、ステップＳＴ２４において、顔処理部４０２
の顔検出部４０３により、画像情報から顔を検出する。そして、デジタルスチルカメラ１
２０Ａは、ステップＳＴ２５において、顔処理部４０２の個人識別部４０４により、顔像
に対して個人識別処理を行って、個人識別情報（特徴量）を得る。
【０１００】
　次に、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、ステップＳＴ２６において、ステップＳＴ２
５で得られた個人識別情報に対応した笑顔度のログ情報をサーバ装置１３０から既に受信
しているか否かを判断する。受信していないとき、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、ス
テップＳＴ２７において、データ送信部４０６により、ステップＳＴ２５で得られた個人
識別情報を、サーバ装置１３０に送信する。デジタルスチルカメラ１２０Ａは、このステ
ップＳＴ２７の処理の後、ステップＳＴ２８において、処理を終了する。
【０１０１】
　また、ステップＳＴ２２でカメラ画像の取得タイミングでないとき、デジタルスチルカ
メラ１２０Ａは、ステップＳＴ２９において、データ受信部４０７で、ステップＳＴ２７
で送信した個人識別情報に関連付けされた笑顔度のログ情報を受信しているか否かを判断
する。受信しているとき、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、ステップＳＴ３０において
、ログ解析部４０８により、笑顔度のログ情報を解析して、笑顔の最適な閾値を設定する
。
【０１０２】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａは、ステップＳＴ３０の処理の後、ステップＳＴ３１の
処理に移る。上述のステップＳＴ２６で既にログ情報を受信しているときも、このステッ
プＳＴ３１の処理に移る。このステップＳＴ３１において、デジタルスチルカメラ１２０
Ａは、顔処理部４０２の笑顔認識部４０５により、顔像に対して笑顔認識処理を行って、
笑顔度（笑顔スコア）を得る。
【０１０３】
　次に、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、ステップＳＴ３２において、ステップＳＴ３
１で得られた笑顔度が、設定された笑顔の閾値を越えるか否かを判断する。越えていると
き、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、ステップＳＴ３３において、撮像タイミング制御
部４０９により、カメラ４０１のシャッタを制御し、個人４００のスチル画像の撮像を行
う。デジタルスチルカメラ１２０Ａは、このステップＳＴ３３の処理の後、ステップＳＴ
２８において、処理を終了する。一方、ステップＳＴ３２で越えていないとき、デジタル
スチルカメラ１２０Ａは、直ちに、ステップＳＴ２８において、処理を終了する。
【０１０４】
　また、ステップＳＴ２９でログ情報が受信されていないとき、デジタルスチルカメラ１
２０Ａは、ステップＳＴ３４において、ステップＳＴ２７で個人識別情報をサーバ装置１
３０に送信してから一定時間が経過したか否かを判断する。一定時間が経過していないと
き、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、直ちに、ステップＳＴ２８において、処理を終了
する。
【０１０５】
　また、ステップＳＴ３４で一定時間が経過しているとき、デジタルスチルカメラ１２０
Ａは、ステップＳＴ３５において、笑顔の閾値をデフォルト値に設定し、その後に、ステ
ップＳＴ３１の処理に移る。すなわち、この場合、個人識別情報に関連付けされている笑
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顔度のログ情報がデータベース３０３に保存されていなかったことを意味し、笑顔度のロ
グ情報を解析することによる笑顔の閾値の設定は不可能となる。そのため、この場合には
、笑顔の閾値はデフォルト値に設定され、以降の処理が行われる。
【０１０６】
　なお、図６の情報処理システム１０Ａにおいては、デジタルスチルカメラ１２０Ａで、
笑顔度のログ情報を解析して個人識別情報で特定される個人（人物）における笑顔の閾値
を設定するものである。しかし、この笑顔の閾値の設定を、サーバ装置１３０、あるいは
ログ情報収集装置であるテレビ受信機１１０Ａで行う構成も考えられる。
【０１０７】
　図１３は、情報処理システム１０Ａのブロック構成の他の一例を示している。この構成
例では、サーバ装置１３０で笑顔の閾値設定が行われる。この図１３において、図６と対
応する部分には同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。テレビ受信機１１０Ａ
は、図６の情報処理システム１０Ａにおけるテレビ受信機１１０Ａと同様に構成されてい
る。
【０１０８】
　サーバ装置１３０は、データ受信部３０１と、データ保存部３０２と、データベース３
０３と、個人識別情報マッチング部３０４と、ログ解析部４０８と、データ送信部３０５
を有している。ログ解析部４０８は、データベース３０３からデジタルスチルカメラ１２
０Ａからの個人識別情報に対応した笑顔度のログ情報を取り出し、このログ情報を解析し
て、評価条件としての笑顔の閾値を設定する。データ送信部３０５は、ログ解析部４０８
で設定された笑顔の閾値を、個人識別情報と共に、デジタルスチルカメラ１２０Ａに送信
する。このサーバ装置１３０のその他は、図６の情報処理システム１０Ａにおけるサーバ
装置１３０と同様に構成されている。
【０１０９】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａは、カメラ（撮像部）４０１と、顔処理部４０２と、デ
ータ送信部４０６と、データ受信部４０７と、撮像タイミング制御部４０９を有している
。データ受信部４０７は、上述したようにサーバ装置１３０から送られてくる個人識別情
報および笑顔の閾値を受信する。撮像タイミング制御部４０９は、笑顔認識部４０５で得
られる笑顔度が、データ受信部４０７で受信された笑顔の閾値を越えるとき、スチル画像
の撮像が行われるようにカメラ４０１のシャッタ制御を行う。この場合、カメラ４０１で
は、個人４００をスチル撮像して、その画像情報を保存することが行われる。このデジタ
ルスチルカメラ１２０Ａのその他は、図６の情報処理システム１０Ａにおけるデジタルス
チルカメラ１２０Ａと同様に構成されている。
【０１１０】
　図１３に示す情報処理システム１０Ａの動作を説明する。ログ情報収集時の動作につい
ては、図６の情報処理システム１０Ａの動作と同様であるので、その説明を省略する。
【０１１１】
　ログ情報利用時の動作を説明する。デジタルスチルカメラ１２０Ａのカメラ４０１で、
被写体としての個人４００が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。この画像
情報は、顔処理部４０２に供給される。顔処理部４０２では、顔検出部４０３により、画
像情報から顔が検出される。そして、個人識別部４０４で顔像に対して個人識別処理が行
われて個人識別情報が得られる。この個人識別情報は、データ送信部４０６により、サー
バ装置１３０に送られる。
【０１１２】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａから送られる個人識別情報は、サーバ装置１３０のデー
タ受信部３０１で受信され、個人識別情報マッチング部３０４に送られる。このマッチン
グ部３０４では、データベース３０３に、デジタルスチルカメラ１２０Ａからの個人識別
情報に対応した笑顔度のログ情報があるか否かが検索される。
【０１１３】
　データベース３０３に対応した笑顔度のログ情報があるとき、ログ解析部４０８では、



(19) JP 2013-126206 A 2013.6.24

10

20

30

40

50

その笑顔度のログ情報が取り出されて解析され、評価条件としての笑顔の閾値が設定され
る。そして、データ送信部３０５により、個人識別情報と共に、設定あれた笑顔の閾値が
、デジタルスチルカメラ１２０Ａに送信される。
【０１１４】
　サーバ装置１３０から送られる個人識別情報および笑顔の閾値は、デジタルスチルカメ
ラ１２０Ａのデータ受信部４０７で受信され、撮像タイミング制御部４０９に供給される
。また、顔処理部４０２では、笑顔認識部４０５により、顔像に対して笑顔認識処理が行
われて笑顔度（笑顔スコア）が得られる。この笑顔度は、撮像タイミング制御部４０９に
供給される。なお、笑顔認識部４０５では、笑顔度を得ることが、繰り返し行われる。
【０１１５】
　撮像タイミング制御部４０９では、笑顔認識部４０５で得られる笑顔度が、データ受信
部４０７で受信された笑顔の閾値を越えるとき、スチル画像の撮像が行われるようにカメ
ラ４０１のシャッタ制御が行われる。この場合、カメラ４０１では、被写体としての個人
４００のスチル撮像が行われ、その画像情報が保存される。
【０１１６】
　図１４は、情報処理システム１０Ａのブロック構成のさらに他の一例を示している。こ
の構成例では、テレビ受信機１１０Ａで笑顔の閾値設定が行われる。この図１４において
、図６、図１３と対応する部分には同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。デ
ジタルスチルカメラ１２０Ａは、図１３の情報処理システム１０Ａにおけるデジタルスチ
ルカメラ１２０Ａと同様に構成されている。
【０１１７】
　テレビ受信機１１０Ａは、カメラ（撮像部）２０１と、顔処理部２０３と、ログ解析部
４０８と、データ送信部２０７を有している。ログ解析部４０８は、顔処理部２０３で得
られる個人識別情報毎の笑顔度のログ情報を解析して、評価条件としての笑顔の閾値を設
定する。データ送信部２０７は、ログ解析部４０８で設定された笑顔の閾値を、個人識別
情報と共に、サーバ装置１３０に送信する。このテレビ受信機１１０Ａのその他は、図６
の情報処理システム１０Ａにおけるテレビ受信機１１０Ａと同様に構成されている。
【０１１８】
　サーバ装置１３０は、データ受信部３０１と、データ保存部３０２と、データベース３
０３と、個人識別情報マッチング部３０４と、データ送信部３０５を有している。データ
受信部３０１は、テレビ受信機１１０Ａから送られてくる個人識別情報および笑顔の閾値
を受信すると共に、デジタルスチルカメラ１２０Ａから送られてくる個人識別情報を受信
する。
【０１１９】
　データ保存部３０２は、データ受信部３０１がテレビ受信機１１０Ａからの個人識別情
報および笑顔の閾値を受信するとき、その笑顔の閾値を、個人識別情報に関連付けて、デ
ータベース３０３に保存する。個人識別マッチング部３０４は、データ受信部３０１がデ
ジタルスチルカメラ１２０Ａからの個人識別情報を受信するとき、その個人識別情報とデ
ータベース３０３に記憶されている個人識別情報とのマッチング処理を行う。
【０１２０】
　そして、個人識別情報マッチング部３０４は、データベース３０３に、デジタルスチル
カメラ１２０Ａからの個人識別情報に対応した笑顔の閾値が存在するか否かを検索する。
データ送信部３０５は、データベース３０３にデジタルスチルカメラ１２０Ａからの個人
識別情報に対応した笑顔の閾値があるとき、個人識別情報と共に笑顔の閾値を、デジタル
スチルカメラ１２０Ａに送信する。このサーバ装置１３０のその他は、図６の情報処理シ
ステム１０Ａにおけるサーバ装置１３０と同様に構成されている。
【０１２１】
　図１４に示す情報処理システム１０Ａの動作を説明する。最初に、ログ情報収集時の動
作を説明する。テレビ受信機１１０Ａのカメラ２０１で、所定の表示コンテンツを視聴し
ている個人２０２が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。この画像情報は、
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顔処理部２０３に供給される。
【０１２２】
　顔処理部２０３では、顔検出部２０４により、画像情報から顔が検出される。そして、
個人識別部２０５で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報が得られると共に
、笑顔認識部２０６で顔像に対して笑顔認識処理が行われて笑顔度（笑顔スコア）が得ら
れる。ログ解析部４０８では、顔処理部２０３で得られる個人識別情報毎に、笑顔度のロ
グ情報が解析されて、評価条件としての笑顔の閾値が設定される。そして、データ送信部
２０７により、ログ解析部４０８で設定された笑顔の閾値が、個人識別情報と共に、サー
バ装置１３０に送られる。
【０１２３】
　テレビ受信機１１０Ａから送られる個人識別情報および笑顔の閾値は、サーバ装置１３
０のデータ受信部３０１で受信される。そして、サーバ装置１３０では、このように受信
された笑顔の閾値が、個人識別情報に関連付けされて、データベース３０３に保存される
。このようにして、サーバ装置１３０のデータベース３０３には、所定数の個人に対応し
た笑顔の閾値が識別可能に保存される。
【０１２４】
　次に、ログ情報利用時の動作を説明する。デジタルスチルカメラ１２０Ａのカメラ４０
１で、被写体としての個人４００が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。こ
の画像情報は、顔処理部４０２に供給される。顔処理部４０２では、顔検出部４０３によ
り、画像情報から顔が検出される。そして、個人識別部４０４で顔像に対して個人識別処
理が行われて個人識別情報が得られる。この個人識別情報は、データ送信部４０６により
、サーバ装置１３０に送られる。
【０１２５】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａから送られる個人識別情報は、サーバ装置１３０のデー
タ受信部３０１で受信され、個人識別情報マッチング部３０４に送られる。このマッチン
グ部３０４では、データベース３０３に、デジタルスチルカメラ１２０Ａからの個人識別
情報に対応した笑顔の閾値があるか否かが検索される。対応した笑顔の閾値があるとき、
データ送信部３０５により、個人識別情報と共に笑顔の閾値が、デジタルスチルカメラ１
２０Ａに送信される。
【０１２６】
　サーバ装置１３０から送られる個人識別情報および笑顔の閾値は、デジタルスチルカメ
ラ１２０Ａのデータ受信部４０７で受信され、撮像タイミング制御部４０９に供給される
。また、顔処理部４０２では、笑顔認識部４０５により、顔像に対して笑顔認識処理が行
われて笑顔度（笑顔スコア）が得られる。この笑顔度は、撮像タイミング制御部４０９に
供給される。なお、笑顔認識部４０５では、笑顔度を得ることが、繰り返し行われる。
【０１２７】
　撮像タイミング制御部４０９では、笑顔認識部４０５で得られる笑顔度が、データ受信
部４０７で受信された笑顔の閾値を越えるとき、スチル画像の撮像が行われるようにカメ
ラ４０１のシャッタ制御が行われる。この場合、カメラ４０１では、被写体としての個人
４００のスチル撮像が行われ、その画像情報が保存される。
【０１２８】
　図１５は、情報処理システム１０Ａのブロック構成の別の一例を示している。この構成
例では、サーバ装置１３０で、ログ情報収集時における顔処理が行われると共に、笑顔の
閾値設定が行われる。この図１５において、図６、図１３、図１４と対応する部分には同
一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。デジタルスチルカメラ１２０Ａは、図１
３の情報処理システム１０Ａにおけるデジタルスチルカメラ１２０Ａと同様に構成されて
いる。
【０１２９】
　テレビ受信機１１０Ａは、カメラ（撮像部）２０１と、データ送信部２０７を有してい
る。データ送信部２０７は、カメラ２０１で個人２０２を撮像して得られる評価対象とし



(21) JP 2013-126206 A 2013.6.24

10

20

30

40

50

ての画像情報を、サーバ装置１３０に送る。このテレビ受信機１１０Ａのその他は、図６
の情報処理システム１０Ａにおけるテレビ受信機１１０Ａと同様に構成されている。
【０１３０】
　サーバ装置１３０は、データ受信部３０１と、顔処理部２０３と、データ保存部３０２
と、データベース３０３と、個人識別情報マッチング部３０４と、ログ解析部４０８と、
データ送信部３０５を有している。データ受信部３０１は、テレビ受信機１１０Ａから送
られてくる画像情報を受信すると共に、デジタルスチルカメラ１２０Ａから送られてくる
個人識別情報を受信する。
【０１３１】
　顔処理部２０３は、顔検出部２０４、個人識別部２０５および笑顔認識部２０６を備え
ている。顔処理部２０３は、顔検出部２０４により、カメラ２０１で撮像して得られた画
像情報から顔を検出する。また、顔処理部２０３は、個人識別部２０５により、顔像に対
して個人識別処理を行って、個人識別情報を得る。さらに、顔処理部２０３は、笑顔認識
部２０６により、顔像に対して笑顔認識処理を行って、笑顔度（笑顔スコア）を得る。
【０１３２】
　データ保存部３０２は、顔処理部２０３で得られる笑顔度をログ情報として、同じく顔
処理部２０３で得られる個人識別情報に関連付けて、データベース３０３に保存する。こ
のサーバ装置１３０のその他は、図１３の情報処理システム１０Ａにおけるサーバ装置１
３０と同様に構成されている。
【０１３３】
　図１５に示す情報処理システム１０Ａの動作を説明する。ログ情報利用時の動作につい
ては、図１３の情報処理システム１０Ａの動作と同様であるので、その説明を省略する。
【０１３４】
　ログ情報収集時の動作を説明する。テレビ受信機１１０Ａのカメラ２０１で、所定の表
示コンテンツを視聴している個人２０２が撮像され、評価対象としての画像情報が得られ
る。この画像情報は、データ送信部２０７により、サーバ装置１３０に送られる。このよ
うにテレビ受信機１１０Ａから送られる画像情報は、サーバ装置１３０のデータ受信部３
０１で受信され、顔処理部２０３に供給される。
【０１３５】
　顔処理部２０３では、顔検出部２０４により、画像情報から顔が検出される。そして、
個人識別部２０５で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報が得られると共に
、笑顔認識部２０６で顔像に対して笑顔認識処理が行われて笑顔度（笑顔スコア）が得ら
れる。データ保存部３０２では、顔処理部２０３で得られる笑顔度が、ログ情報として、
同じく顔処理部２０３で得られる個人識別情報に関連付けて、データベース３０３に保存
される。このようにして、サーバ装置１３０のデータベース３０３には、所定数の個人に
対応した笑顔の閾値が識別可能に保存される。
【０１３６】
　図１６は、情報処理システム１０Ａのブロック構成のさらに別の一例を示している。こ
の構成例では、サーバ装置１３０で、ログ情報収集時およびログ情報利用時における顔処
理が行われると共に撮像タイミング制御信号の生成処理、さらに笑顔の閾値設定が行われ
る。この図１６において、図６、図１３、図１４、図１５と対応する部分には同一符号を
付し、適宜、その詳細説明は省略する。テレビ受信機１１０Ａは、図１５の情報処理シス
テム１０Ａにおけるテレビ受信機１１０Ａと同様に構成されている。
【０１３７】
　サーバ装置１３０は、データ受信部３０１と、顔処理部２０３と、データ保存部３０２
と、データベース３０３と、顔処理部４０２と、個人識別情報マッチング部３０４と、ロ
グ解析部４０８と、撮像タイミング制御部４０９と、データ送信部３０５を有している。
データ受信部３０１は、テレビ受信機１１０Ａから送られてくる画像情報を受信すると共
に、デジタルスチルカメラ１２０Ａから送られてくる画像情報を受信する。
【０１３８】
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　顔処理部４０２は、顔検出部４０３、個人識別部４０４および笑顔認識部４０５を備え
ている。顔処理部４０３は、顔検出部４０３により、受信部で受信されたデジタルスチル
カメラ４０２からの画像情報から顔を検出する。また、顔処理部４０２は、個人識別部４
０４により、顔像に対して個人識別処理を行って、個人識別情報を得る。さらに、顔処理
部４０２は、笑顔認識部４０５により、顔像に対して笑顔認識処理を行って、笑顔度（笑
顔スコア）を得る。
【０１３９】
　個人識別データマッチング部３０４は、データベース３０３に、顔処理部４０２で得ら
れた個人識別情報に対応した笑顔度のログ情報が存在するか否かを検索する。ログ解析部
４０８は、データベース３０３から顔処理部４０２で得られた個人識別情報に対応した笑
顔度のログ情報を取り出し、このログ情報を解析して、評価条件としての笑顔の閾値を設
定する。
【０１４０】
　撮像タイミング制御部４０９は、笑顔認識部４０５で得られる笑顔度が、ログ解析部４
０８で設定された笑顔の閾値を越えるとき、スチル画像の撮像を行うための撮像タイミン
グ制御信号を発生する。データ送信部３０５は、この撮像タイミング制御信号を、デジタ
ルスチルカメラ１２０Ａに送信する。このサーバ装置１３０のその他は、図１５の情報処
理システム１０Ａにおけるサーバ装置１３０と同様に構成されている。
【０１４１】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａは、カメラ（撮像部）４０１と、データ受信部４０７と
、データ受信部４０７を有している。データ送信部４０６は、カメラ４０１で個人４００
を撮像して得られる評価対象としての画像情報を、サーバ装置１３０に送る。データ受信
部４０７は、サーバ装置１３０から送られてくる撮像タイミング制御信号を受信し、カメ
ラ４０１に供給する。この場合、カメラ４０１では、個人４００をスチル撮像して、その
画像情報を保存することが行われる。このデジタルスチルカメラ１２０Ａのその他は、図
６の情報処理システム１０Ａにおけるデジタルスチルカメラ１２０Ａと同様に構成されて
いる。
【０１４２】
　図１６に示す情報処理システム１０Ａの動作を説明する。ログ情報収集時の動作につい
ては、図１５の情報処理システム１０Ａの動作と同様であるので、その説明を省略する。
【０１４３】
　ログ情報利用時の動作を説明する。デジタルスチルカメラ１２０Ａのカメラ４０１で、
被写体としての個人４００が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。この画像
情報は、データ送信部４０６により、サーバ装置１３０に送られる。このようにデジタル
スチルカメラ１２０Ａから送られる画像情報は、サーバ装置１３０のデータ受信部３０１
で受信され、顔処理部４０２に供給される。
【０１４４】
　顔処理部４０２では、顔検出部４０３により、画像情報から顔が検出される。そして、
個人識別部４０４で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報が得られる。この
個人識別情報は、個人識別情報マッチング部３０４に供給される。このマッチング部３０
４では、データベース３０３に、顔処理部４０２からの個人識別情報に対応した笑顔度の
ログ情報があるか否かが検索される。
【０１４５】
　データベース３０３に対応した笑顔度のログ情報があるとき、ログ解析部４０８では、
その笑顔度のログ情報が取り出されて解析され、評価条件としての笑顔の閾値が設定され
る。この笑顔の閾値は、撮像タイミング制御部４０９に供給される。また、顔処理部４０
２では、笑顔認識部４０５により、顔像に対して笑顔認識処理が行われて笑顔度（笑顔ス
コア）が得られる。この笑顔度は、撮像タイミング制御部４０９に供給される。なお、笑
顔認識部４０５では、笑顔度を得ることが、繰り返し行われる。
【０１４６】
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　撮像タイミング制御部４０９では、笑顔認識部４０５で得られる笑顔度が、ログ解析部
４０８で得られた笑顔の閾値を越えるとき、スチル画像の撮像を行うための撮像タイミン
グ制御信号が発生される。この撮像タイミング制御信号は、データ送信部３０５により、
デジタルスチルカメラ４０２に送られる。
【０１４７】
　サーバ装置１３０から送られる撮像タイミング制御信号は、デジタルスチルカメラ１２
０Ａのデータ受信部４０７で受信され、カメラ４０１に供給されて、このカメラ４０１の
シャッタ制御が行われる。これにより、カメラ４０１では、被写体としての個人４００の
スチル撮像が行われ、その画像情報が保存される。
【０１４８】
　図５に示す情報処理システム１０Ａにおいては、個人に関連付けされた笑顔度のログ情
報に基づいて笑顔の閾値が設定されるため、笑顔の閾値はユーザ毎に自動的に最適化され
る。したがって、表情認識の個人差によらずに、笑顔検出シャッタによる撮像を良好に行
うことができる。なお、笑顔ではなく、その他の顔の表情（怒りや悲しみ）、さらには見
た目の年齢を検出してシャッタ制御を行う場合も同様である。
【０１４９】
　［情報処理システムの具体例２：表示コンテンツへの興味度合いを評価］
　次に、情報処理システム１０の具体例２について説明する。図１７は、ログ情報収集装
置がテレビ受信機（ＴＶ）１１０Ｂで、判定実行装置がテレビ受信機（ＴＶ）１２０Ｂで
ある情報処理システム１０Ｂの構成例を示している。また、この情報処理システム１０Ｂ
では、評価情報が画像情報であり、画像評価情報が個人（人物）の表示コンテンツへの興
味度合いを評価する情報である。
【０１５０】
　この情報処理システム１０Ｂは、テレビ受信機１１０Ｂ、テレビ受信機１２０Ｂおよび
サーバ装置１３０により構成されている。サーバ装置１３０は、クラウド上、すなわちネ
ットワーク上に存在する。テレビ受信機１１０Ｂおよびテレビ受信機１２０Ｂは、それぞ
れ、クラウド上のサーバ装置１３０と通信が可能とされている。
【０１５１】
　テレビ受信機１１０Ｂは、個人識別情報に関連付けられる表示コンテンツへの興味度合
いを示す情報のログ情報を収集する。テレビ受信機１１０Ｂは、（１）所定種類のコンテ
ンツを表示している状態で、カメラ（撮像部）２１１で個人２１２を撮像して、画像情報
を得る。
【０１５２】
　テレビ受信機１１０Ｂは、この画像情報から顔像を検出し、この顔像に対して個人識別
処理を行って個人識別情報を得る。また、テレビ受信機１１０Ｂは、この画像情報から、
表示コンテンツへの興味度合いを示す情報、ここでは注目時間（例えば、表示コンテンツ
の時間長を単位時間に当たりに規格化したときに個人２１２が見ていた時間）を求める。
【０１５３】
　（２）テレビ受信機１１０Ｂは、個人識別情報と共に、注目時間を、表示コンテンツの
種類を示すコンテンツ識別情報を付加して、クラウド上のサーバ装置１３０に送る。サー
バ装置１３０は、テレビ受信機１１０Ｂから送られてくる注目時間を、個人識別情報に関
連付けてデータベースに保存する。
【０１５４】
　テレビ受信機１２０Ｂは、（３）個人４１２を撮像して、画像情報を得る。テレビ受信
機１２０Ｂは、この画像情報から顔を検出し、この顔像に対して個人識別処理を行って個
人識別情報を得る。（４）テレビ受信機１２０Ｂは、この個人識別情報を、サーバ装置１
３０に送り、（５）サーバ装置１３０から、その個人識別情報に関連付けて記憶されてい
る、注目時間のログ情報を受け取る。
【０１５５】
　テレビ受信機１２０Ｂは、そのログ情報を解析して、各コンテンツ種類に対する評価条
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件として、例えば興味度係数を設定する。所定のコンテンツ種類の興味度係数としては、
例えば、全種類のコンテンツの注目時間の平均値と、この所定のコンテンツ種類の注目時
間の平均値との差分などを用いることができる。（６）テレビ受信機１２０Ｂは、各コン
テンツ種類に対する興味度係数を用いて、例えばＥＰＧ（Electronic Program Guide）情
報を参照し、推奨番組（コンテンツ）選択し、画面上に表示して、個人４１２に提示する
。
【０１５６】
　図１８は、情報処理システム１０Ｂの各部のブロック構成の一例を示している。テレビ
受信機１１０Ｂは、カメラ（撮像部）２１１と、表示部２１３と、顔処理部２１４と、興
味度合い認識部２１７と、データ送信部２１８を有している。カメラ２１１は、上述した
ように、表示部２１３に所定種類のコンテンツを表示している状態で、個人２１２を撮像
して、評価対象としての画像情報を得る。
【０１５７】
　顔処理部２１４は、顔検出部２１５および個人識別部２１６を備えている。顔処理部２
１４は、顔検出部２１５により、カメラ２１１で撮像して得られた画像情報から顔を検出
する。この顔検出は、一般的なカメラで用いられている方法を用いて行うことができる。
例えば、特開２００８－４２３１９号公報には、顔検出方法の一例が記載されている。
【０１５８】
　また、顔処理部２１４は、個人識別部２１６により、顔像に対して個人識別処理を行っ
て、個人識別情報を得る。この個人識別部２１６は、例えば、個人識別情報として、個人
を見分けることができる特徴量を出力する。この個人識別は、セキュリティ分野やカメラ
の個人を見分ける機能で使われているような一般的な方法を用いて行うことができる。例
えば、特開２０１０－６１４６５号公報には、個人識別方法の一例が記載されている。
【０１５９】
　興味度合い認識部２１７は、顔像に基づいて、個人２１１が表示部２１３の表示コンテ
ンツを見ているか否かを判断し、興味度合いを示す情報としての注目時間を得る。興味度
合い認識部２１７は、この注目時間に、表示コンテンツの種類を示すコンテンツ識別情報
を付加しておく。データ送信部２１８は、興味度合い認識部２１７で得られた注目時間を
、個人識別部２１６で得られた個人識別情報と共に、サーバ装置１３０に送って、データ
ベースに保存する。このように、テレビ受信機１１０Ｂにおける、上述の個人２１２の撮
像から個人識別情報と共に注目時間をサーバ装置１３０に送信する一連の処理は、ユーザ
の明示的な操作、あるいは自動的に所定の時間間隔をもって行われる。
【０１６０】
　サーバ装置１３０は、データ受信部３０１と、データ保存部３０２と、データベース３
０３と、個人識別情報マッチング部３０４と、データ送信部３０５を有している。データ
受信部３０１は、テレビ受信機１１０Ｂから送られてくる個人識別情報および注目時間（
コンテンツ識別情報付加）を受信すると共に、テレビ受信機１２０Ｂから送られてくる個
人識別情報を受信する。
【０１６１】
　データ保存部３０２は、データ受信部３０１がテレビ受信機１１０Ｂからの個人識別情
報および注目時間を受信するとき、その注目時間をログ情報として、個人識別情報に関連
付けて、データベース３０３に保存する。個人識別情報マッチング部３０４は、データ受
信部３０１がテレビ受信機１２０Ｂからの個人識別情報を受信するとき、その個人識別情
報とデータベース３０３に記憶されている個人識別情報とのマッチング処理を行う。
【０１６２】
　そして、個人識別情報マッチング部３０４は、データベース３０３に、テレビ受信機１
２０Ｂからの個人識別情報に対応した注目時間のログ情報が存在するか否かを検索する。
データ送信部３０５は、データベース３０３にテレビ受信機１２０Ｂからの個人識別情報
に対応した注目時間のログ情報があるとき、個人識別情報と共に注目時間（コンテンツ識
別情報付加）のログ情報を、テレビ受信機１２０Ｂに送信する。
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【０１６３】
　テレビ受信機１２０Ｂは、カメラ（撮像部）４１１と、表示部４１３と、顔処理部４１
４と、データ送信部４１７と、データ受信部４１８と、ログ解析部４１９と、推奨コンテ
ンツ決定部４２０を有している。カメラ４１１は、上述したように、個人４１２を撮像し
て、評価対象としての画像情報を得る。
【０１６４】
　顔処理部４１４は、顔検出部４１５および個人識別部４１６を備えている。顔処理部４
１４は、顔検出部４１５により、カメラ４１１で撮像して得られた画像情報から顔を検出
する。この顔検出部４１５は、上述したテレビ受信機１１０Ｂにおける顔検出部２１５と
同様の構成とされており、顔検出を一般的なカメラで用いられている方法を用いて行う。
【０１６５】
　また、顔処理部４１４は、個人識別部４１６により、顔像に対して個人識別処理を行っ
て、個人識別情報を得る。この個人識別部４１６は、上述したテレビ受信機１１０Ｂにお
ける個人識別部２１６と同様の構成とされており、個人識別をセキュリティ分野やカメラ
の個人を見分ける機能で使われているような一般的な方法を用いて行う。
【０１６６】
　データ送信部４１７は、個人識別部４１６で得られた個人識別情報を、サーバ装置１３
０に送る。データ受信部４１８は、上述したようにサーバ装置１３０から送られてくる個
人識別情報および注目時間（コンテンツ識別情報付加）のログ情報を受信する。ログ解析
部４１９は、注目時間のログ情報を解析して、コンテンツ種類毎に、評価条件としての興
味度係数を設定する。
【０１６７】
　この場合、ログ解析部４１９は、所定のコンテンツ種類の興味度係数として、例えば、
全種類のコンテンツの注目時間の平均値と、この所定のコンテンツ種類の注目時間の平均
値との差分を求める。このように求められる各コンテンツ種類の興味度係数は、例えば、
個人が普段から長くテレビを見る人と、チラチラとしかテレビを見ない人のいずれであっ
ても、各コンテンツ種類のコンテンツへの興味度合いを正しく示すものとなる。
【０１６８】
　推奨コンテンツ決定部４２０は、各コンテンツ種類の興味度係数を用いて、例えばＥＰ
Ｇ情報を参照し、推奨番組（コンテンツ）選択し、画面上に表示するように、表示部４１
３を制御する。ここで、推奨コンテンツ決定部４２０は、興味度係数の高いコンテンツ種
類の番組を推奨番組として選択する。
【０１６９】
　図１８に示す情報処理システム１０Ｂの動作を説明する。最初に、ログ情報収集時の動
作を説明する。テレビ受信機１１０Ｂのカメラ２１１で、表示部２１３に表示されている
所定種類のコンテンツ（番組）を視聴している個人２１２が撮像され、評価対象としての
画像情報が得られる。この画像情報は、顔処理部２１４に供給される。
【０１７０】
　顔処理部２１４では、顔検出部２１５により、画像情報から顔が検出される。そして、
個人識別部２１６で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報が得られる。また
、興味度合い認識部２１７では、顔像に基づいて、個人２１１が表示部２１３の表示コン
テンツを見ているか否かが判断され、興味度合いを示す情報としての注目時間が得られる
。そして、データ送信部２１８により、注目時間（コンテンツ識別情報付加）は、ログ情
報として、個人識別情報と共にサーバ装置１３０に送られる。
【０１７１】
　なお、テレビ受信機１１０Ｂにおける、上述の個人２１２が撮像されて個人識別情報と
共に注目時間（コンテンツ識別情報付加）のログ情報がサーバ装置１３０に送信される一
連の処理は、ユーザの明示的な操作、あるいは自動的に所定の時間間隔をもって行われる
。なお、注目時間には、日付、時間の情報の他に、環境情報などが付加されてもよい。
【０１７２】
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　テレビ受信機１１０Ｂから送られる個人識別情報および注目時間（コンテンツ識別情報
付加）のログ情報は、サーバ装置１３０のデータ受信部３０１で受信される。そして、サ
ーバ装置１３０では、このように受信された注目時間のログ情報が、個人識別情報に関連
付けされて、データベース３０３に保存される。このようにして、サーバ装置１３０のデ
ータベース１３０には、所定数の個人に対応した注目時間のログ情報が識別可能に保存さ
れる。
【０１７３】
　次に、ログ情報利用時の動作を説明する。テレビ受信機１２０Ｂのカメラ４１１で、視
聴者としての個人４１２が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。この画像情
報は、顔処理部４１４に供給される。顔処理部４１４では、顔検出部４１５により、画像
情報から顔が検出される。そして、個人識別部４１６で顔像に対して個人識別処理が行わ
れて個人識別情報が得られる。この個人識別情報は、データ送信部４１７により、サーバ
装置１３０に送られる。
【０１７４】
　テレビ受信機１２０Ｂから送られる個人識別情報は、サーバ装置１３０のデータ受信部
３０１で受信され、個人識別情報マッチング部３０４に送られる。このマッチング部３０
４では、データベース３０３に、テレビ受信機１２０Ｂからの個人識別情報に対応した注
目時間のログ情報があるか否かが検索される。対応した注目時間のログ情報があるとき、
データ送信部３０５により、個人識別情報と共に注目時間（コンテンツ識別情報付加）の
ログ情報が、テレビ受信機１２０Ｂに送信される。
【０１７５】
　サーバ装置１３０から送られる個人識別情報および注目時間（コンテンツ識別情報付加
）のログ情報は、テレビ受信機１２０Ｂのデータ受信部４１８で受信される。この個人識
別情報および注目時間のログ情報は、ログ解析部４１９に供給される。ログ解析部４１９
では、注目時間のログ情報が解析されて、コンテンツ種類毎に、評価条件としての興味度
係数が設定され、推奨コンテンツ決定部４２０に供給される。
【０１７６】
　推奨コンテンツ決定部４２０では、各コンテンツ種類の興味度係数が用いられて、例え
ばＥＰＧ情報が参照され、推奨番組（コンテンツ）が選択される。そして、この推奨コン
テンツ決定部４２０により表示部４１３が制御され、この表示部４２０に、視聴者である
個人４１２への推奨コンテンツが表示される。
【０１７７】
　図１９は、テレビ受信機１１０Ｂの処理フローの一例を示している。テレビ受信機１１
０Ｂは、ステップＳＴ４１において、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ４２の処理
に移る。この場合、例えば、ユーザの明示的な操作をもって処理を開始する。テレビ受信
機１１０Ｂは、ステップＳＴ４２において、カメラ２１１で、表示部２１３に表示されて
いる所定種類のコンテンツ（番組）を視聴している個人２１２の撮像を開始する。
【０１７８】
　次に、テレビ受信機１１０Ｂは、ステップＳＴ４３において、顔処理部２１４の顔検出
部２１５により、画像情報から顔を検出する。そして、テレビ受信機１１０Ｂは、ステッ
プＳＴ４４において、顔処理部２１４の個人識別部２１６により、顔像に対して個人識別
処理を行って、個人識別情報（特徴量）を得る。
【０１７９】
　次に、テレビ受信機１１０Ｂは、ステップＳＴ４５において、興味度合い認識部２１７
により、コンテンツ興味度合いとしての注目時間を計算する。この場合、テレビ受信機１
１０Ｂは、顔像に基づいて、個人２１１が表示部２１３の表示コンテンツを見ているか否
かを判断し、注目時間を得る。
【０１８０】
　そして、テレビ受信機１１０Ｂは、ステップＳＴ４６において、データ送信部２１８に
より、ステップＳＴ４４で得られた個人識別情報とステップＳＴ４５で得られた注目時間
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（コンテンツ識別情報付加）を対として、サーバ装置１３０に送信する。テレビ受信機１
１０Ｂは、ステップＳＴ４６の処理の後、ステップＳＴ４７において、処理を終了する。
【０１８１】
　図２０は、サーバ装置１３０の処理フローの一例を示している。サーバ装置１３０は、
この処理フローを所定の周期をもって繰り返し実行する。サーバ装置１３０は、ステップ
ＳＴ５１において、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ５２の処理に移る。このステ
ップＳＴ５２において、サーバ装置１３０は、データ受信部３０１でログ情報収集装置（
テレビ受信機１１０Ｂ）からデータを受信しているか否かを判断する。
【０１８２】
　データを受信しているとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ５３において、データ
保存部３０２により、受信された個人識別情報および注目時間（コンテンツ識別情報付加
）のログ情報を、データベース３０３に保存する。サーバ装置１３０は、このステップＳ
Ｔ５３の処理の後、ステップＳＴ５４において、処理を終了する。
【０１８３】
　上述のステップＳＴ５２で、データを受信していないとき、サーバ装置１３０は、ステ
ップＳＴ５５の処理に移る。このステップＳＴ５５において、サーバ装置１３０は、デー
タ受信部３０１で判定実行装置（テレビ受信機１２０Ｂ）からデータを受信しているか否
かを判断する。データを受信していないとき、サーバ装置１３０は、直ちに、ステップＳ
Ｔ５４において、処理を終了する。
【０１８４】
　一方、データを受信しているとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ５６の処理に移
る。このステップＳＴ５６において、サーバ装置１３０は、個人識別情報マッチング部３
０４により、受信された個人識別情報とデータベース３０３に記憶されている個人識別情
報とのマッチング処理を行って、データベース３０３にその個人識別情報に対応した注目
時間のログ情報が存在するか否かを検索する。
【０１８５】
　次に、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ５７において、ステップＳＴ５６の検索結果
に基づいて、データベース３０３に受信された個人識別情報に対応した注目時間のログ情
報があるか否かを判断する。ログ情報があるとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ５
８において、データ送信部３０５により、データベース３０３からそのログ情報を取り出
し、テレビ受信機１２０Ｂに送信する。
【０１８６】
　サーバ装置１３０は、ステップＳＴ５８の処理の後、ステップＳＴ５４において、処理
を終了する。また、ステップＳＴ５７でログ情報がないとき、サーバ装置１３０は、直ち
に、ステップＳＴ５４において、処理を終了する。
【０１８７】
　図２１は、テレビ受信機１２０Ｂの処理フローの一例を示している。テレビ受信機１２
０Ｂは、この処理フローを所定の周期をもって繰り返し実行する。テレビ受信機１２０Ｂ
は、ステップＳＴ６１において、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ６２の処理に移
る。
【０１８８】
　このステップＳＴ６２において、テレビ受信機１２０Ｂは、カメラ画像の取得タイミン
グか否かを判断する。取得タイミングは、ユーザの明示的な操作、あるいは自動的に、与
えられる。例えば、ユーザ（個人４１２）がテレビ受信機１２０Ｂの視聴を開始したこと
を自動的に検出して、取得タイミングとする。取得タイミングにあるとき、テレビ受信機
１２０Ｂは、ステップＳＴ６３において、カメラ４１１で視聴者としての個人４１２を撮
像して、カメラ画像（画像情報）を取得する。
【０１８９】
　次に、テレビ受信機１２０Ｂは、ステップＳＴ６４において、顔処理部４１４の顔検出
部４１５により、画像情報から顔を検出する。そして、テレビ受信機１２０Ｂは、ステッ
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プＳＴ６５において、顔処理部４１４の個人識別部４１６により、顔像に対して個人識別
処理を行って、個人識別情報（特徴量）を得る。
【０１９０】
　次に、テレビ受信機１２０Ｂは、ステップＳＴ６６において、ステップＳＴ６５で得ら
れた個人識別情報に対応した注目時間のログ情報をサーバ装置１３０から既に受信してい
るか否かを判断する。受信していないとき、テレビ受信機１２０Ｂは、ステップＳＴ６７
において、データ送信部４１７により、ステップＳＴ６５で得られた個人識別情報を、サ
ーバ装置１３０に送信する。テレビ受信機１２０Ｂは、このステップＳＴ６７の処理の後
、ステップＳＴ６８において、処理を終了する。
【０１９１】
　また、ステップＳＴ６２でカメラ画像の取得タイミングでないとき、テレビ受信機１２
０Ｂは、ステップＳＴ６９において、データ受信部４１８で、ステップＳＴ６７で送信し
た個人識別情報に関連付けされた注目時間のログ情報を受信しているか否かを判断する。
受信していないとき、テレビ受信機１２０Ｂは、直ちに、ステップＳＴ６８において、処
理を終了する。
【０１９２】
　一方、受信しているとき、テレビ受信機１２０Ｂは、ステップＳＴ７０において、ログ
解析部４１９により、注目時間（コンテンツ識別情報付加）のログ情報を解析して、コン
テンツ種類毎に、評価条件としての興味度係数を設定する。このステップＳＴ７０の処理
の後、テレビ受信機１２０Ｂは、ステップＳＴ７１の処理に移る。上述のステップＳＴ６
６で既にログ情報を受信しているときも、このステップＳＴ７１の処理に移る。
【０１９３】
　テレビ受信機１２０Ｂは、ステップＳＴ７１において、推奨コンテンツ決定部４２０に
より、各コンテンツ種類の興味度係数を用いて、例えばＥＰＧ情報を参照し、推奨番組（
コンテンツ）を選択する。そして、テレビ受信機１２０Ｂは、ステップＳＴ７２において
、ステップＳＴ７１で選択された推奨コンテンツを、表示部４１３に表示し、視聴者であ
る個人４１２に提示する。テレビ受信機１２０Ｂは、このステップＳＴ７２の処理の後、
ステップＳＴ６８において、処理を終了する。
【０１９４】
　なお、図１８の情報処理システム１０Ｂにおいては、テレビ受信機１２０Ｂで、注目時
間のログ情報を解析して個人識別情報で特定される個人（人物）における、コンテンツ種
類毎の興味度係数を設定するものである。しかし、詳細説明は省略するが、この興味度係
数の設定を、上述の情報処理システム１０Ａにおける笑顔の閾値の設定の場合と同様に、
サーバ装置１３０、あるいはログ情報収集装置であるテレビ受信機１１０Ｂで行う構成も
考えられる（図１３～図１６参照）。
【０１９５】
　図１７に示す情報処理システム１０Ｂにおいては、個人に関連付けされた注目時間（コ
ンテンツ識別情報付加）のログ情報に基づいてコンテンツ種類毎の興味度係数が設定され
るため、コンテンツ種類毎の興味度係数はユーザ毎に自動的に最適化される。したがって
、ユーザ毎に、最適なコンテンツ（番組）を推奨可能となる。
【０１９６】
　［情報処理システムの具体例３：構図の評価］
　次に、情報処理システム１０の具体例３について説明する。図２２は、ログ情報収集装
置がパーソナルコンピュータ（ＰＣ）１１０Ｃで、判定実行装置がデジタルスチルカメラ
（ＤＳＣ）１２０Ｃである情報処理システム１０Ｃの構成例を示している。また、この情
報処理システム１０Ｃでは、評価情報が画像情報であり、画像評価情報が個人に関連付け
される構図を評価する情報である。
【０１９７】
　この情報処理システム１０Ｃは、パーソナルコンピュータ１１０Ｃ、デジタルスチルカ
メラ１２０Ｃおよびサーバ装置１３０により構成されている。サーバ装置１３０は、クラ
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ウド上、すなわちネットワーク上に存在する。パーソナルコンピュータ１１０Ｃおよびデ
ジタルスチルカメラ１２０Ｃは、それぞれ、クラウド上のサーバ装置１３０と通信が可能
とされている。
【０１９８】
　パーソナルコンピュータ１１０Ｃは、個人識別情報に関連付けられる構図評価値（構図
であるため単純な一次元の数値とは限らない）のログ情報を収集する。パーソナルコンピ
ュータ１１０Ｃは、（１）カメラ（撮像部）２３１で個人２３２を撮像して画像情報を得
る。パーソナルコンピュータ１１０Ｃは、この画像情報から顔像を検出し、この顔像に対
して個人識別処理を行って個人識別情報を得る。
【０１９９】
　また、パーソナルコンピュータ１１０Ｃは、インターネットなどからダウンロードした
画像情報、あるいはお気に入り設定した画像情報内の主要被写体の構図を評価して、構図
評価値を得る。（２）パーソナルコンピュータ１１０Ｃは、個人識別情報と共に、構図評
価値を、クラウド上のサーバ装置１３０に送る。サーバ装置１３０は、パーソナルコンピ
ュータ１１０Ｃから送られてくる構図評価値を、個人識別情報に関連付けてデータベース
に保存する。
【０２００】
　デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、（３）個人４３２を撮像して画像情報を得る。デジ
タルスチルカメラ１２０Ｃは、この画像情報から顔を検出し、この顔像に対して個人識別
処理を行って個人識別情報を得る。（４）デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、この個人識
別情報をサーバ装置１３０に送り、（５）サーバ装置１３０から、その個人識別情報に関
連付けて記憶されている構図評価値のログ情報を受け取る。
【０２０１】
　デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、そのログ情報を解析して、評価条件（構図の良、否
の判定閾値）を設定する。デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、上述の画像情報内の主要被
写体の構図を評価して、構図評価値を得る。そして、デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、
このように得られた構図評価値を判定閾値と比較して、構図の良、否を判定する。（６）
デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、構図が良であると判定するとき、シャッタを切って、
個人４１２のスチル撮像を行う。
【０２０２】
　図２３は、情報処理システム１０Ｃの各部のブロック構成の一例を示している。パーソ
ナルコンピュータ１１０Ｃは、カメラ（撮像部）２３１と、顔処理部２３３と、構図評価
部２３６と、データ送信部２３７を有している。カメラ２３１は、上述したように、個人
２３２を撮像して画像情報を得る。
【０２０３】
　顔処理部２３３は、顔検出部２３４および個人識別部２３５を備えている。顔処理部２
３３は、顔検出部２３４により、カメラ２３１で撮像して得られた画像情報から顔を検出
する。この顔検出は、一般的なカメラで用いられている方法を用いて行うことができる。
例えば、特開２００８－４２３１９号公報には、顔検出方法の一例が記載されている。
【０２０４】
　また、顔処理部２３３は、個人識別部２３５により、顔像に対して個人識別処理を行っ
て、個人識別情報を得る。この個人識別部２３５は、例えば、個人識別情報として、個人
を見分けることができる特徴量を出力する。この個人識別は、セキュリティ分野やカメラ
の個人を見分ける機能で使われているような一般的な方法を用いて行うことができる。例
えば、特開２０１０－６１４６５号公報には、個人識別方法の一例が記載されている。
【０２０５】
　構図評価部２３６は、インターネットなどからダウンロードした画像情報、あるいはお
気に入り設定した画像情報内の主要被写体の構図を評価して、構図評価値を得る。例えば
、特開２００９－１００３００号公報には、構図判定方法の一例が記載されている。デー
タ送信部２３７は、構図評価部２３６で得られた構図評価値をログ情報として、個人識別
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部２３５で得られた個人識別情報と共にサーバ装置１３０に送り、データベースに保存す
る。このように、パーソナルコンピュータ１１０Ｃにおける、上述の個人２３２の撮像か
ら個人識別情報と共に構図評価値をサーバ装置１３０に送信する一連の処理は、例えば、
ユーザの明示的な操作をもって行われる。
【０２０６】
　サーバ装置１３０は、データ受信部３０１と、データ保存部３０２と、データベース３
０３と、個人識別情報マッチング部３０４と、データ送信部３０５を有している。データ
受信部３０１は、パーソナルコンピュータ１１０Ｃから送られてくる個人識別情報および
構図評価値を受信すると共に、デジタルスチルカメラ１２０Ｃから送られてくる個人識別
情報を受信する。
【０２０７】
　データ保存部３０２は、データ受信部３０１がパーソナルコンピュータ１１０Ｃからの
個人識別情報および構図評価値を受信するとき、その構図評価値をログ情報として、個人
識別情報に関連付けて、データベース３０３に保存する。個人識別情報マッチング部３０
４は、データ受信部３０１がデジタルスチルカメラ１２０Ｃからの個人識別情報を受信す
るとき、その個人識別情報とデータベース３０３に記憶されている個人識別情報とのマッ
チング処理を行う。
【０２０８】
　そして、個人識別情報マッチング部３０４は、データベース３０３に、デジタルスチル
カメラ１２０Ｃからの個人識別情報に対応した構図評価値のログ情報が存在するか否かを
検索する。データ送信部３０５は、データベース３０３にデジタルスチルカメラ１２０Ｃ
からの個人識別情報に対応した構図評価値のログ情報があるとき、個人識別情報と共に構
図評価値のログ情報を、デジタルスチルカメラ１２０Ｃに送信する。
【０２０９】
　デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、カメラ（撮像部）４３１と、顔処理部４３３と、構
図評価部４３６と、データ送信部４３７と、データ受信部４３８と、ログ解析部４３９と
、撮像タイミング制御部４４０を有している。カメラ４３１は、上述したように、個人４
１２を撮像して画像情報を得る。
【０２１０】
　顔処理部４３３は、顔検出部４３４および個人識別部４３５を備えている。顔処理部４
３３は、顔検出部４３４により、カメラ４３１で撮像して得られた画像情報から顔を検出
する。この顔検出部４３４は、上述したパーソナルコンピュータ１１０Ｃにおける顔検出
部２３４と同様の構成とされており、顔検出を一般的なカメラで用いられている方法を用
いて行う。
【０２１１】
　また、顔処理部４３３は、個人識別部４３５により、顔像に対して個人識別処理を行っ
て、個人識別情報を得る。この個人識別部４３５は、上述したパーソナルコンピュータ１
１０Ｃにおける個人識別部２３５と同様の構成とされており、個人識別をセキュリティ分
野やカメラの個人を見分ける機能で使われているような一般的な方法を用いて行う。
【０２１２】
　データ送信部４３７は、個人識別部４３５で得られた個人識別情報を、サーバ装置１３
０に送る。構図評価部４３６は、カメラ４３１で撮像して得られた画像情報内の主要被写
体の構図を評価して、構図評価値を得る。この構図評価部４３６は、上述したパーソナル
コンピュータ１１０Ｃにおける構図評価部２３６と同様の構成とされている。
【０２１３】
　データ受信部４３８は、上述したようにサーバ装置１３０から送られてくる個人識別情
報および構図評価値のログ情報を受信する。ログ解析部４３９は、構図評価値のログ情報
を解析して、評価条件（構図の良、否の判定閾値）を設定する。そして、撮像タイミング
制御部４４０は、構図評価部４３６で得られた構図評価値を、ログ解析部４３９で設定さ
れた判定閾値と比較して、構図の良、否を判定する。
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【０２１４】
　撮像タイミング制御部４４０は、構図良と判定するとき、スチル画像の撮像が行われる
ようにカメラ４３１のシャッタ制御を行う。この場合、カメラ４３１では、個人４３２を
スチル撮像して、その画像情報を保存することが行われる。なお、撮像対象となる個人（
人物）は、最も顔が大きかったり、中心に近かったりする１人でもよく、ユーザに指定さ
れた個人でもよく、画面内にいる複数人でもよい。
【０２１５】
　図２３に示す情報処理システム１０Ｃの動作を説明する。最初に、ログ情報収集時の動
作を説明する。パーソナルコンピュータ１１０Ｃのカメラ２３１で、関連付けすべき個人
２３２を撮像して画像情報を得る。
【０２１６】
　顔処理部２３３では、顔検出部２３４により、画像情報から顔が検出される。そして、
個人識別部２３５で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報が得られる。また
、インターネットなどからダウンロードした画像情報、あるいはお気に入り設定した画像
情報が構図評価部２３６に供給される。この構図評価部２３６では、画像情報内の主要被
写体の構図が評価されて、構図評価値が得られる。そして、データ送信部２３７により、
構図評価部２３６で得られた構図評価値が、ログ情報として、個人識別部２３５で得られ
た個人識別情報と共に、サーバ装置１３０に送られる。
【０２１７】
　なお、パーソナルコンピュータ１１０Ｃにおける、上述の個人２３２が撮像されて個人
識別情報と共に構図評価値のログ情報がサーバ装置１３０に送信される一連の処理は、例
えば、ユーザの明示的な操作をもって行われる。この場合、構図評価値には、日付、時間
の情報の他に、環境情報、さらには評価された画像情報に関する情報などが付加されても
よい。
【０２１８】
　パーソナルコンピュータ１１０Ｃから送られる個人識別情報および構図評価値のログ情
報は、サーバ装置１３０のデータ受信部３０１で受信される。そして、サーバ装置１３０
では、このように受信された構図評価値のログ情報が、個人識別情報に関連付けされて、
データベース３０３に保存される。このようにして、サーバ装置１３０のデータベース１
３０には、所定数の個人に対応した構図評価値のログ情報が識別可能に保存される。
【０２１９】
　次に、ログ情報利用時の動作を説明する。デジタルスチルカメラ１２０Ｃのカメラ４３
１で、被写体としての個人４３２が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。こ
の画像情報は、顔処理部４３３に供給される。顔処理部４３３では、顔検出部４３４によ
り、画像情報から顔が検出される。そして、個人識別部４３５で顔像に対して個人識別処
理が行われて個人識別情報が得られる。この個人識別情報は、データ送信部４３７により
、サーバ装置１３０に送られる。
【０２２０】
　デジタルスチルカメラ１２０Ｃから送られる個人識別情報は、サーバ装置１３０のデー
タ受信部３０１で受信され、個人識別情報マッチング部３０４に送られる。このマッチン
グ部３０４では、データベース３０３に、デジタルスチルカメラ１２０Ｃからの個人識別
情報に対応した構図評価値のログ情報があるか否かが検索される。対応した構図評価値の
ログ情報があるとき、データ送信部３０５により、個人識別情報と共に構図評価値のログ
情報が、デジタルスチルカメラ１２０Ｃに送信される。
【０２２１】
　サーバ装置１３０から送られる個人識別情報および構図評価値のログ情報は、デジタル
スチルカメラ１２０Ｃのデータ受信部４３８で受信される。この個人識別情報および構図
評価値のログ情報は、ログ解析部４３９に供給される。ログ解析部４３９では、構図評価
値のログ情報が解析されて、評価条件として構図の良、否の判定閾値が設定される。この
判定閾値は、撮像タイミング制御部４４０に供給される。
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【０２２２】
　また、カメラ４３１で得られた画像情報は構図評価部４３６に供給される。構図評価部
４３６では、画像情報内の主要被写体の構図が評価されて、構図評価値が得られる。なお
、構図評価部４３６では、構図評価値を得ることが、繰り返し行われる。この構図評価値
は、撮像タイミング制御部４４０に供給される。
【０２２３】
　撮像タイミング制御部４４０では、構図評価部４３６で得られた構図評価値が、ログ解
析部４３９で設定された判定閾値と比較されて、構図の良、否が判定される。そして、構
図良と判定されるとき、撮像タイミング制御部４４０により、スチル画像の撮像が行われ
るようにカメラ４３１のシャッタ制御が行われる。これにより、カメラ４３１では、個人
４３２がスチル撮像されて、その画像情報が保存される。
【０２２４】
　図２４は、パーソナルコンピュータ１１０Ｃの処理フローの一例を示している。パーソ
ナルコンピュータ１１０Ｃは、ステップＳＴ８１において、処理を開始し、その後に、ス
テップＳＴ８２の処理に移る。この場合、ユーザの明示的な操作をもって処理を開始する
。パーソナルコンピュータ１１０Ｃは、ステップＳＴ８２において、カメラ２３１で、個
人２３２を撮像する。
【０２２５】
　次に、パーソナルコンピュータ１１０Ｃは、ステップＳＴ８３において、顔処理部２３
３の顔検出部２３４により、画像情報から顔を検出する。そして、パーソナルコンピュー
タ１１０Ｃは、ステップＳＴ８４において、顔処理部２３３の個人識別部２３５により、
顔像に対して個人識別処理を行って、個人識別情報（特徴量）を得る。
【０２２６】
　次に、パーソナルコンピュータ１１０Ｃは、ステップＳＴ８５において、構図評価部２
３６により、インターネットなどからダウンロードした画像情報、あるいはお気に入り設
定した画像情報内の主要被写体の構図を評価して、構図評価値を得る。そして、パーソナ
ルコンピュータ１１０Ｃは、ステップＳＴ８６において、データ送信部２３７により、ス
テップＳＴ８４で得られた個人識別情報とステップＳＴ８５で得られた構図評価値を対と
して、サーバ装置１３０に送信する。パーソナルコンピュータ１１０Ｃは、ステップＳＴ
８６の処理の後、ステップＳＴ８７において、処理を終了する。
【０２２７】
　図２５は、サーバ装置１３０の処理フローの一例を示している。サーバ装置１３０は、
この処理フローを所定の周期をもって繰り返し実行する。サーバ装置１３０は、ステップ
ＳＴ９１において、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ９２の処理に移る。このステ
ップＳＴ９２において、サーバ装置１３０は、データ受信部３０１でログ情報収集装置（
パーソナルコンピュータ１１０Ｃ）からデータを受信しているか否かを判断する。
【０２２８】
　データを受信しているとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ９３において、データ
保存部３０２により、受信された個人識別情報および構図評価値のログ情報を、データベ
ース３０３に保存する。サーバ装置１３０は、このステップＳＴ９３の処理の後、ステッ
プＳＴ９４において、処理を終了する。
【０２２９】
　上述のステップＳＴ９２で、データを受信していないとき、サーバ装置１３０は、ステ
ップＳＴ９５の処理に移る。このステップＳＴ９５において、サーバ装置１３０は、デー
タ受信部３０１で判定実行装置（デジタルスチルカメラ１２０Ｃ）からデータを受信して
いるか否かを判断する。データを受信していないとき、サーバ装置１３０は、直ちに、ス
テップＳＴ９４において、処理を終了する。
【０２３０】
　一方、データを受信しているとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ９６の処理に移
る。このステップＳＴ９６において、サーバ装置１３０は、個人識別情報マッチング部３
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０４により、受信された個人識別情報とデータベース３０３に記憶されている個人識別情
報とのマッチング処理を行って、データベース３０３にその個人識別情報に対応した構図
評価値のログ情報が存在するか否かを検索する。
【０２３１】
　次に、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ９７において、ステップＳＴ９６の検索結果
に基づいて、データベース３０３に受信された個人識別情報に対応した構図評価値のログ
情報があるか否かを判断する。ログ情報があるとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ
８８において、データ送信部３０５により、データベース３０３からそのログ情報を取り
出し、デジタルスチルカメラ１２０Ｃに送信する。
【０２３２】
　サーバ装置１３０は、ステップＳＴ９８の処理の後、ステップＳＴ９４において、処理
を終了する。また、ステップＳＴ９７でログ情報がないとき、サーバ装置１３０は、直ち
に、ステップＳＴ９４において、処理を終了する。
【０２３３】
　図２６は、デジタルスチルカメラ１２０Ｃの処理フローの一例を示している。デジタル
スチルカメラ１２０Ｃは、この処理フローを所定の周期をもって繰り返し実行する。デジ
タルスチルカメラ１２０Ｃは、ステップＳＴ１２１において、処理を開始し、その後に、
ステップＳＴ１２２の処理に移る。
【０２３４】
　デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、ステップＳＴ１２２において、カメラ画像（画像情
報）の取得タイミングにあるか否かを判断する。取得タイミングは、例えば、ユーザの明
示的な操作をもって与えられる。取得タイミングにあるとき、デジタルスチルカメラ１２
０Ｃは、ステップＳＴ１２３において、カメラ４３１で被写体としての個人４３２を撮像
して、カメラ画像（画像情報）を取得する。
【０２３５】
　次に、デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、ステップＳＴ１２４において、顔処理部４３
３の顔検出部４３４により、画像情報から顔を検出する。そして、デジタルスチルカメラ
１２０Ｃは、ステップＳＴ１２５において、顔処理部４３３の個人識別部４３５により、
顔像に対して個人識別処理を行って、個人識別情報（特徴量）を得る。
【０２３６】
　次に、デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、ステップＳＴ１２６において、ステップＳＴ
１２５で得られた個人識別情報に対応した構図評価値のログ情報をサーバ装置１３０から
既に受信しているか否かを判断する。受信していないとき、デジタルスチルカメラ１２０
Ｃは、ステップＳＴ１２７において、データ送信部４３７により、ステップＳＴ１２５で
得られた個人識別情報を、サーバ装置１３０に送信する。デジタルスチルカメラ１２０Ｃ
は、このステップＳＴ１２７の処理の後、ステップＳＴ１２８において、処理を終了する
。
【０２３７】
　また、ステップＳＴ１２２でカメラ画像の取得タイミングでないとき、デジタルスチル
カメラ１２０Ｃは、ステップＳＴ１２９において、データ受信部４３８で、ステップＳＴ
１２７で送信した個人識別情報に関連付けされた構図評価値のログ情報を受信しているか
否かを判断する。受信しているとき、デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、ステップＳＴ１
３０において、ログ解析部４３９により、構図評価値のログ情報を解析して、構図の良、
否の判定閾値を設定する。
【０２３８】
　デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、ステップＳＴ１３０の処理の後、ステップＳＴ１３
１の処理に移る。上述のステップＳＴ１２６で既にログ情報を受信しているときも、この
ステップＳＴ１３１の処理に移る。このステップＳＴ１３１において、デジタルスチルカ
メラ１２０Ｃは、構図評価部４３６により、カメラ４３１で撮像して得られた画像情報内
の主要被写体の構図を評価して、構図評価値を得る。
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【０２３９】
　次に、デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、ステップＳＴ１３２において、ステップＳＴ
１３１で得られた構図評価値が、設定された判定閾値を越えるか否かを判断する。越えて
いるとき、デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、ステップＳＴ１３３において、撮像タイミ
ング制御部４４０により、カメラ４３１のシャッタを制御し、個人４１２のスチル画像の
撮像を行う。デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、このステップＳＴ１３３の処理の後、ス
テップＳＴ１２８において、処理を終了する。一方、ステップＳＴ１３２で越えていない
とき、デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、直ちに、ステップＳＴ１２８において、処理を
終了する。
【０２４０】
　また、ステップＳＴ１２９でログ情報が受信されていないとき、デジタルスチルカメラ
１２０Ｃは、ステップＳＴ１３４において、ステップＳＴ１２７で個人識別情報をサーバ
装置１３０に送信してから一定時間が経過したか否かを判断する。一定時間が経過してい
ないとき、デジタルスチルカメラ１２０Ｃは、直ちに、ステップＳＴ１２８において、処
理を終了する。
【０２４１】
　また、ステップＳＴ１３４で一定時間が経過しているとき、デジタルスチルカメラ１２
０Ｃは、ステップＳＴ１３５において、構図良否の判定閾値をデフォルト値に設定し、そ
の後に、ステップＳＴ１３１の処理に移る。すなわち、この場合、個人識別情報に関連付
けされている構図評価値のログ情報がデータベース３０３に保存されていなかったことを
意味し、構図評価値のログ情報を解析することによる構図良否の判定閾値の設定は不可能
となる。そのため、この場合には、構図良否の判定閾値は、デフォルト値に設定され、以
降の処理が行われる。
【０２４２】
　なお、図２２の情報処理システム１０Ｃにおいては、デジタルスチルカメラ１２０Ｃで
、構図評価値のログ情報を解析して個人識別情報で特定される個人（人物）における構図
良否の判定閾値を設定するものである。しかし、詳細説明は省略するが、この構図良否の
判定閾値の設定を、上述の情報処理システム１０Ａにおける笑顔の閾値の設定の場合と同
様に、サーバ装置１３０、あるいはログ情報収集装置であるパーソナルコンピュータ１１
０Ｃで行う構成も考えられる（図１３～図１６参照）。
【０２４３】
　図２２に示す情報処理システム１０Ｃにおいては、個人に関連付けされた構図評価値の
ログ情報に基づいて構図良否の判定閾値が設定されるため、構図良否の判定閾値はユーザ
毎に自動的に最適化される。したがって、各個人は、構図検出によるスチル撮像を、所望
の構図となったタイミングで良好に行うことができる。
【０２４４】
　［情報処理システムの具体例４：音声感情の評価］
　次に、情報処理システム１０の具体例４について説明する。図２７は、ログ情報収集装
置がパーソナルコンピュータ（ＰＣ）１１０Ｄで、判定実行装置がテレビ受信機（ＴＶ）
１２０Ｄである情報処理システム１０Ｄの構成例を示している。また、この情報処理シス
テム１０Ｄでは、評価情報が音声情報であり、音声評価情報が個人の音声感情を評価する
情報である。ここで、音声感情には、「喜び」、「悲しみ」「怒り」、「驚き」、「幸せ
」などがある。ここでは、説明を簡単にするために、音声感情は「喜び」であるとする。
【０２４５】
　この情報処理システム１０Ｄは、パーソナルコンピュータ１１０Ｄ、テレビ受信機１２
０Ｄおよびサーバ装置１３０により構成されている。サーバ装置１３０は、クラウド上、
すなわちネットワーク上に存在する。パーソナルコンピュータ１１０Ｄおよびテレビ受信
機１２０Ｄは、それぞれ、クラウド上のサーバ装置１３０と通信が可能とされている。
【０２４６】
　パーソナルコンピュータ１１０Ｄは、個人識別情報に関連付けられる喜び評価値のログ
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情報を収集する。パーソナルコンピュータ１１０Ｄは、（１）カメラ（撮像部）２５１で
個人２５２を撮像して画像情報を得る。パーソナルコンピュータ１１０Ｄは、この画像情
報から顔像を検出し、この顔像に対して個人識別処理を行って個人識別情報を得る。
【０２４７】
　また、パーソナルコンピュータ１１０Ｄは、個人２５２の音声をマイクロホン２５３で
捉えて得られる音声信号（音声情報）の音声感情（喜び）を評価（推定）して、喜び評価
値を得る。（２）パーソナルコンピュータ１１０Ｄは、個人識別情報と共に、喜び評価値
を、クラウド上のサーバ装置１３０に送る。サーバ装置１３０は、テレビ受信機１１０Ａ
から送られてくる喜び評価値を、個人識別情報に関連付けてデータベースに保存する。
【０２４８】
　テレビ受信機１２０Ｄは、（３）個人４５２を撮像して画像情報を得る。テレビ受信機
１２０Ｄは、この画像情報から顔を検出し、この顔像に対して個人識別処理を行って個人
識別情報を得る。（４）テレビ受信機１２０Ｄは、この個人識別情報をサーバ装置１３０
に送り、（５）サーバ装置１３０から、その個人識別情報に関連付けて記憶されている喜
び評価値のログ情報を受け取る。
【０２４９】
　テレビ受信機１２０Ｄは、そのログ情報を解析して、喜びの度合いを区別する所定数の
閾値を設定する。また、テレビ受信機１２０Ｄは、個人４５２の音声をマイクロホン４５
３で捉えて得られる音声信号（音声情報）に基づいて音声感情（喜び）を評価（推定）し
て、喜び評価値を得る。そして、テレビ受信機１２０Ｄは、喜び評価値を閾値と比較して
、どの段階の喜びであるかを判定する。（６）テレビ受信機１２０Ｄは、スピーカ４５４
から、判定結果に対応した音声を出力する。
【０２５０】
　例えば、喜びの段階が高い場合には、「おめでとう、よかったね！」、あるいは、喜び
の段階が低く悲しみに近い場合には、「元気を出せ！」など、である。また、言葉ではな
く、喜びの段階に相応しい音楽を出力することも考えられる。また、音声出力ではなく、
喜びの段階に相応しいコンテンツ（番組）を表示部に推奨コンテンツとして表示すること
なども考えられる。
【０２５１】
　図２８は、情報処理システム１０Ｄの各部のブロック構成の一例を示している。パーソ
ナルコンピュータ１１０Ｄは、カメラ（撮像部）２５１と、マイクロホン２５３と、顔処
理部２５４と、音声感情評価部２５７と、データ送信部２５８を有している。カメラ２５
１は、上述したように、個人２５２を撮像して、画像情報を得る。
【０２５２】
　顔処理部２５４は、顔検出部２５５および個人識別部２５６を備えている。顔処理部２
５４は、顔検出部２５５により、カメラ２５１で撮像して得られた画像情報から顔を検出
する。この顔検出は、一般的なカメラで用いられている方法を用いて行うことができる。
例えば、特開２００８－４２３１９号公報には、顔検出方法の一例が記載されている。
【０２５３】
　また、顔処理部２５４は、個人識別部２５６により、顔像に対して個人識別処理を行っ
て、個人識別情報を得る。この個人識別部２５６は、例えば、個人識別情報として、個人
を見分けることができる特徴量を出力する。この個人識別は、セキュリティ分野やカメラ
の個人を見分ける機能で使われているような一般的な方法を用いて行うことができる。例
えば、特開２０１０－６１４６５号公報には、個人識別方法の一例が記載されている。
【０２５４】
　マイクロホン２５３は、個人２５２の音声を捉えて、音声信号（音声情報）を得る。音
声感情評価部２５７は、音声信号（音声情報）の音声感情（喜び）を評価（推定）して、
喜び評価値を得る。例えば、特開２００６－７１９３６号公報には、音声感情の推定方法
の一例が記載されている。
【０２５５】
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　データ送信部２５８は、音声感情評価部２５７で得られた喜び評価値をログ情報として
、個人識別部２５６で得られた個人識別情報と共にサーバ装置１３０に送り、データベー
スに保存する。このように、パーソナルコンピュータ１１０Ｄにおける、上述の個人２５
２の撮像から個人識別情報と共に喜び評価値をサーバ装置１３０に送信する一連の処理は
、例えば、ユーザの明示的な操作をもって、あるいは個人２５２の音声入力時に自動的に
行われる。
【０２５６】
　サーバ装置１３０は、データ受信部３０１と、データ保存部３０２と、データベース３
０３と、個人識別情報マッチング部３０４と、データ送信部３０５を有している。データ
受信部３０１は、パーソナルコンピュータ１１０Ｄから送られてくる個人識別情報および
喜び評価値を受信すると共に、テレビ受信機１２０Ｄから送られてくる個人識別情報を受
信する。
【０２５７】
　データ保存部３０２は、データ受信部３０１がパーソナルコンピュータ１１０Ｄからの
個人識別情報および喜び評価値を受信するとき、その喜び評価値をログ情報として、個人
識別情報に関連付けて、データベース３０３に保存する。個人識別情報マッチング部３０
４は、データ受信部３０１がテレビ受信機１２０Ｄからの個人識別情報を受信するとき、
その個人識別情報とデータベース３０３に記憶されている個人識別情報とのマッチング処
理を行う。
【０２５８】
　そして、個人識別情報マッチング部３０４は、データベース３０３に、テレビ受信機１
２０Ｄからの個人識別情報に対応した喜び評価値のログ情報が存在するか否かを検索する
。データ送信部３０５は、データベース３０３にテレビ受信機１２０Ｄからの個人識別情
報に対応した喜び評価値のログ情報があるとき、個人識別情報と共に喜び評価値のログ情
報を、テレビ受信機１２０Ｄに送信する。
【０２５９】
　テレビ受信機１２０Ｄは、カメラ（撮像部）４５１と、マイクロホン４５３と、スピー
カ４５４と、顔処理部４５５と、データ送信部４５８を有している。また、テレビ受信機
１２０Ｄは、データ受信部４５９と、ログ解析部４６０と、音声感情評価部４６１と、音
声合成制御部４６２と、音声合成処理部４６３を有している。
【０２６０】
　カメラ４５１は、上述したように、個人４５２を撮像して画像情報を得る。顔処理部４
５５は、顔検出部４５６および個人識別部４５７を備えている。顔処理部４５５は、顔検
出部４５６により、カメラ４５１で撮像して得られた画像情報から顔を検出する。この顔
検出部４５６は、上述したパーソナルコンピュータ１１０Ｄにおける顔検出部２５５と同
様の構成とされており、顔検出を一般的なカメラで用いられている方法を用いて行う。
【０２６１】
　また、顔処理部４５５は、個人識別部４５７により、顔像に対して個人識別処理を行っ
て、個人識別情報を得る。この個人識別部４５７は、上述したパーソナルコンピュータ１
１０Ｄにおける個人識別部２５６と同様の構成とされており、個人識別をセキュリティ分
野やカメラの個人を見分ける機能で使われているような一般的な方法を用いて行う。デー
タ送信部４５８は、個人識別部４５７で得られた個人識別情報を、サーバ装置１３０に送
る。
【０２６２】
　データ受信部４５９は、上述したようにサーバ装置１３０から送られてくる個人識別情
報および喜び評価値のログ情報を受信する。ログ解析部４６０は、喜び評価値のログ情報
を解析して、喜びの度合いを区別する所定数の閾値を設定する。マイクロホン４５３は、
個人４５２の音声を捉えて、音声信号（音声情報）を得る。音声感情評価部４６１は、音
声信号（音声情報）の音声感情（喜び）を評価（推定）して、喜び評価値を得る。この音
声感情評価部４６１は、上述したパーソナルコンピュータ１１０Ｄにおける音声感情評価
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部２５７と同様の構成とされている。
【０２６３】
　音声合成制御部４６２は、音声感情評価部４６１で得られる喜び評価値を、ログ解析部
４６０で設定された閾値と比較して、どの段階の喜びであるかを判定する。そして、この
音声合成制御部４６２は、判定結果に基づいて音声合成処理部４６３を制御する。音声合
成処理部４６３は、どの段階の喜びであるかの判定結果に対応した音声を得るための音声
信号を合成する。スピーカ４５４は、この合成音声信号による音声を出力する。
【０２６４】
　図２８に示す情報処理システム１０Ｄの動作を説明する。最初に、ログ情報収集時の動
作を説明する。パーソナルコンピュータ１１０Ｄのカメラ２５１で、個人２５２を撮像し
て画像情報を得る。顔処理部２５４では、顔検出部２５５により、画像情報から顔が検出
される。そして、個人識別部２５６で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報
が得られる。
【０２６５】
　マイクロホン２５３で個人２５２の音声が捉えられて音声信号（音声情報）が得られる
。この音声信号は音声感情評価部２５７に供給される。この音声感情評価部２５７では、
音声信号（音声情報）の音声感情（喜び）が評価（推定）されて、喜び評価値が得られる
。そして、データ送信部２５８により、音声感情評価部２５７で得られた喜び評価値が、
ログ情報として、個人識別部２５６で得られた個人識別情報と共に、サーバ装置１３０に
送られる。
【０２６６】
　なお、パーソナルコンピュータ１１０Ｄにおける、上述の個人２５２が撮像されて個人
識別情報と共に喜び評価値のログ情報がサーバ装置１３０に送信される一連の処理は、例
えば、ユーザの明示的な操作をもって行われる。この場合、喜び評価値には、日付、時間
の情報の他に、環境情報などが付加されてもよい。
【０２６７】
　パーソナルコンピュータ１１０Ｄから送られる個人識別情報および喜び評価値のログ情
報は、サーバ装置１３０のデータ受信部３０１で受信される。そして、サーバ装置１３０
では、このように受信された喜び評価値のログ情報が、個人識別情報に関連付けされて、
データベース３０３に保存される。このようにして、サーバ装置１３０のデータベース１
３０には、所定数の個人に対応した喜び評価値のログ情報が識別可能に保存される。
【０２６８】
　次に、ログ情報利用時の動作を説明する。テレビ受信機１２０Ｄのカメラ４５１で、個
人４５２が撮像され画像情報が得られる。この画像情報は、顔処理部４５５に供給される
。顔処理部４５５では、顔検出部４５６により、画像情報から顔が検出される。そして、
個人識別部４５７で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報が得られる。この
個人識別情報は、データ送信部４５８により、サーバ装置１３０に送られる。
【０２６９】
　テレビ受信機１２０Ｄから送られる個人識別情報は、サーバ装置１３０のデータ受信部
３０１で受信され、個人識別情報マッチング部３０４に送られる。このマッチング部３０
４では、データベース３０３に、デジタルスチルカメラ１２０Ｃからの個人識別情報に対
応した喜び評価値のログ情報があるか否かが検索される。対応した喜び評価値のログ情報
があるとき、データ送信部３０５により、個人識別情報と共に喜び評価値のログ情報が、
テレビ受信機１２０Ｄに送信される。
【０２７０】
　サーバ装置１３０から送られる個人識別情報および喜び評価値のログ情報は、テレビ受
信機１２０Ｄのデータ受信部４５９で受信される。この個人識別情報および喜び評価値の
ログ情報は、ログ解析部４６０に供給される。ログ解析部４６０では、喜び評価値のログ
情報が解析されて、喜びの度合いを区別する所定数の閾値が設定される。この閾位置は、
音声合成制御部４６２に供給される。
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【０２７１】
　また、マイクロホン４５３で個人４５２の音声が捉えられて音声信号（音声情報）が得
られる。この音声信号は音声感情評価部４６１に供給される。この音声感情評価部２５７
では、音声信号（音声情報）の音声感情（喜び）が評価（推定）されて、喜び評価値が得
られる。この喜び評価値は、音声合成制御部４６２に供給される。
【０２７２】
　この音声合成制御部４６２では、音声感情評価部４６１で得られる喜び評価値が、ログ
解析部４６０で設定された閾値と比較されて、どの段階の喜びであるかが判定され、その
判定結果に基づいて音声合成処理部４６３が制御される。音声合成処理部４６３では、ど
の段階の喜びであるかの判定結果に対応した音声を得るための音声信号が合成される。そ
して、この合成音声信号はスピーカ４５４に供給され、この合成音声信号による音声が出
力される。
【０２７３】
　図２９は、パーソナルコンピュータ１１０Ｄの処理フローの一例を示している。パーソ
ナルコンピュータ１１０Ｄは、ステップＳＴ１４１において、処理を開始し、その後に、
ステップＳＴ１４２の処理に移る。例えば、ユーザの明示的な操作をもって処理を開始す
る。パーソナルコンピュータ１１０Ｄは、ステップＳＴ１４２において、カメラ２５１で
、個人２５２を撮像する。
【０２７４】
　次に、パーソナルコンピュータ１１０Ｄは、ステップＳＴ１４３において、顔処理部２
５４の顔検出部２５６により、画像情報から顔を検出する。そして、パーソナルコンピュ
ータ１１０Ｄは、ステップＳＴ１４４において、顔処理部２５４の個人識別部２５６によ
り、顔像に対して個人識別処理を行って、個人識別情報（特徴量）を得る。
【０２７５】
　次に、パーソナルコンピュータ１１０Ｄは、ステップＳＴ１４５において、音声感情評
価部２５７により、マイクロホン２５３で得られる個人２５２の音声信号（音声情報）を
評価（推定）して、喜び評価値を得る。そして、パーソナルコンピュータ１１０Ｄは、ス
テップＳＴ１４６において、ステップＳＴ１４４で得られた個人識別情報とステップＳＴ
１４５で得られた喜び評価値を対として、サーバ装置１３０に送信する。パーソナルコン
ピュータ１１０Ｄは、ステップＳＴ１４６の処理の後、ステップＳＴ１４７において、処
理を終了する。
【０２７６】
　図３０は、サーバ装置１３０の処理フローの一例を示している。サーバ装置１３０は、
この処理フローを所定の周期をもって繰り返し実行する。サーバ装置１３０は、ステップ
ＳＴ１５１において、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ１５２の処理に移る。この
ステップＳＴ１５２において、サーバ装置１３０は、データ受信部３０１でログ情報収集
装置（パーソナルコンピュータ１１０Ｄ）からデータを受信しているか否かを判断する。
【０２７７】
　データを受信しているとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ１５３において、デー
タ保存部３０２により、受信された個人識別情報および喜び評価値のログ情報を、データ
ベース３０３に保存する。サーバ装置１３０は、このステップＳＴ１５３の処理の後、ス
テップＳＴ１５４において、処理を終了する。
【０２７８】
　上述のステップＳＴ１５２で、データを受信していないとき、サーバ装置１３０は、ス
テップＳＴ１５５の処理に移る。このステップＳＴ１５５において、サーバ装置１３０は
、データ受信部３０１で判定実行装置（テレビ受信機１２０Ｄ）からデータを受信してい
るか否かを判断する。データを受信していないとき、サーバ装置１３０は、直ちに、ステ
ップＳＴ１５４において、処理を終了する。
【０２７９】
　一方、データを受信しているとき、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ１５６の処理に
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移る。このステップＳＴ１５６において、サーバ装置１３０は、個人識別情報マッチング
部３０４により、受信された個人識別情報とデータベース３０３に記憶されている個人識
別情報とのマッチング処理を行って、データベース３０３にその個人識別情報に対応した
喜び評価値のログ情報が存在するか否かを検索する。
【０２８０】
　次に、サーバ装置１３０は、ステップＳＴ１５７において、ステップＳＴ１５６の検索
結果に基づいて、データベース３０３に受信された個人識別情報に対応した喜び評価値の
ログ情報があるか否かを判断する。ログ情報があるとき、サーバ装置１３０は、ステップ
ＳＴ１５８において、データ送信部３０５により、データベース３０３からそのログ情報
を取り出し、テレビ受信機１２０Ｄに送信する。
【０２８１】
　サーバ装置１３０は、ステップＳＴ１５８の処理の後、ステップＳＴ１５４において、
処理を終了する。また、ステップＳＴ１５７でログ情報がないとき、サーバ装置１３０は
、直ちに、ステップＳＴ１５４において、処理を終了する。
【０２８２】
　図３１は、テレビ受信機１２０Ｄの処理フローの一例を示している。テレビ受信機１２
０Ｄは、この処理フローを所定の周期をもって繰り返し実行する。テレビ受信機１２０Ｄ
は、ステップＳＴ１６１において、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ１６２の処理
に移る。
【０２８３】
　テレビ受信機１２０Ｄは、ステップＳＴ１６２において、カメラ画像（画像情報）の取
得タイミングにあるか否かを判断する。取得タイミングは、例えば、ユーザの明示的な操
作をもって与えられる。取得タイミングにあるとき、テレビ受信機１２０Ｄは、ステップ
ＳＴ１６３において、カメラ４５１で個人４５２を撮像して、カメラ画像（画像情報）を
取得する。
【０２８４】
　次に、テレビ受信機１２０Ｄは、ステップＳＴ１６４において、顔処理部４５５の顔検
出部４５６により、画像情報から顔を検出する。そして、テレビ受信機１２０Ｄは、ステ
ップＳＴ１６５において、顔処理部４５５の個人識別部４５７により、顔像に対して個人
識別処理を行って、個人識別情報（特徴量）を得る。
【０２８５】
　次に、テレビ受信機１２０Ｄは、ステップＳＴ１６６において、ステップＳＴ１６５で
得られた個人識別情報に対応した喜び評価値のログ情報をサーバ装置１３０から既に受信
しているか否かを判断する。受信していないとき、テレビ受信機１２０Ｄは、ステップＳ
Ｔ１６７において、データ送信部４５８により、ステップＳＴ１６５で得られた個人識別
情報を、サーバ装置１３０に送信する。テレビ受信機１２０Ｄは、このステップＳＴ１６
７の処理の後、ステップＳＴ１６８において、処理を終了する。
【０２８６】
　また、ステップＳＴ１６２でカメラ画像の取得タイミングでないとき、テレビ受信機１
２０Ｄは、ステップＳＴ１６９において、データ受信部４５９で、ステップＳＴ１６７で
送信した個人識別情報に関連付けされた喜び評価値のログ情報を受信しているか否かを判
断する。受信しているとき、テレビ受信機１２０Ｄは、ステップＳＴ１７０において、ロ
グ解析部４６０により、喜び評価値のログ情報を解析して、喜びの度合いを区別する所定
数の閾値を設定する。
【０２８７】
　テレビ受信機１２０Ｄは、ステップＳＴ１７０の処理の後、ステップＳＴ１７１の処理
に移る。上述のステップＳＴ１６６で既にログ情報を受信しているときも、このステップ
ＳＴ１７１の処理に移る。このステップＳＴ１７１において、テレビ受信機１２０Ｄは、
音声感情評価部４６１により、マイクロホン４５３で得られる個人４５２の音声信号（音
声情報）を評価（推定）して、喜び評価値を得る。
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【０２８８】
　次に、テレビ受信機１２０Ｄは、ステップＳＴ１７２において、音声合成制御部４６１
により、喜び評価値を閾値と比較して、どの段階の喜びであるかが判定する。そして、テ
レビ受信機１２０Ｄは、ステップＳＴ１７３において、音声合成処理部４６２により、判
定結果に対応した音声を得るための音声信号を合成し、スピーカ４５４から、その合成音
声信号による音声を出力する。なお、音声合成処理を行わずに、予め用意されている音声
信号による音声を出力するようにしてもよい。
【０２８９】
　テレビ受信機１２０Ｄは、このステップＳＴ１７３の処理の後、ステップＳＴ１６８に
おいて、処理を終了する。また、テレビ受信機１２０Ｄは、ステップＳＴ１６９でログ情
報が受信されていないとき、ステップＳＴ１７４において、ステップＳＴ１６７で個人識
別情報をサーバ装置１３０に送信してから一定時間が経過したか否かを判断する。一定時
間が経過していないとき、テレビ受信機１２０Ｄは、直ちに、ステップＳＴ１６８におい
て、処理を終了する。
【０２９０】
　また、ステップＳＴ１７４で一定時間が経過しているとき、テレビ受信機１２０Ｄは、
ステップＳＴ１７５において、喜びの度合いを区別する所定数の閾値をデフォルト値に設
定し、その後に、ステップＳＴ１７１の処理に移る。すなわち、この場合、個人識別情報
に関連付けされている喜び評価値のログ情報がデータベース３０３に保存されていなかっ
たことを意味し、喜び評価値のログ情報を解析することによる閾値の設定は不可能となる
。そのため、この場合には、閾値は、デフォルト値に設定され、以降の処理が行われる。
【０２９１】
　なお、図２７の情報処理システム１０Ｄにおいては、テレビ受信機１２０Ｄで、喜び評
価値のログ情報を解析して個人識別情報で特定される個人（人物）に対応した、喜びの度
合いを区別する所定数の閾値を設定するものである。しかし、詳細説明は省略するが、こ
の閾値の設定を、上述の情報処理システム１０Ａにおける笑顔の閾値の設定の場合と同様
に、サーバ装置１３０、あるいはログ情報収集装置であるパーソナルコンピュータ１１０
Ｄで行う構成も考えられる（図１３～図１６参照）。
【０２９２】
　図２７に示す情報処理システム１０Ｄにおいては、個人に関連付けされた喜び評価値の
ログ情報に基づいて喜びの度合いを区別する所定数の閾値が設定される。つまり、喜びの
度合いを区別する所定数の閾値は、ユーザ毎に自動的に最適化される。したがって、音声
信号（音声情報）の個人差によらずに、喜びの段階を適切に判断でき、適切な音声の出力
が可能になる。
【０２９３】
　［情報処理システムの具体例５：ログ情報収集装置、判定実行装置が同一機器］
　次に、情報処理システム１０の具体例５について説明する。図３２は、ログ情報収集装
置および判定実行装置が同一機器であって、デジタルスチルカメラ１１０である情報処理
システム１０Ｅの構成例を示している。また、この情報処理システム１０Ｅでは、上述の
図５に示す情報処理システム１０Ａと同様に、評価情報が画像情報であり、画像評価情報
が個人（人物）の笑顔を評価する情報である。
【０２９４】
　この情報処理システム１０Ｅは、デジタルスチルカメラ１１０Ｅおよびサーバ装置１３
０により構成されている。サーバ装置１３０は、クラウド上、すなわちネットワーク上に
存在する。デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、クラウド上のサーバ装置１３０と通信が可
能とされている。
【０２９５】
　デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、ログ情報収集時には、個人識別情報に関連付けられ
る笑顔度のログ情報を収集する。デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、（１）カメラ（撮像
部）２６１で個人２６２を撮像して画像情報を得る。デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、
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この画像情報から顔像を検出し、この顔像に対して個人識別処理を行って個人識別情報を
得ると共に、この顔像に対して笑顔認識処理を行って笑顔度を求める。
【０２９６】
　（２）デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、個人識別情報と共に、笑顔度を、クラウド上
のサーバ装置１３０に送る。サーバ装置１３０は、デジタルスチルカメラ１１０Ｅから送
られてくる笑顔度を、個人識別情報に関連付けてデータベースに保存する。
【０２９７】
　また、デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、ログ情報利用時には、（３）被写体としての
個人２６２を撮像して画像情報を得る。デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、この画像情報
から顔を検出し、この顔像に対して個人識別処理を行って個人識別情報を得る。（４）デ
ジタルスチルカメラ１１０Ｅは、この個人識別情報をサーバ装置１３０に送り、（５）サ
ーバ装置１３０から、その個人識別情報に関連付けて記憶されている笑顔度のログ情報を
受け取る。
【０２９８】
　デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、そのログ情報を解析して、評価条件（笑顔の閾値）
を設定する。デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、上述の顔像に対して笑顔認識処理を行っ
て笑顔度を得る。そして、デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、このように得られた笑顔度
を評価条件に基づいて評価する。（６）デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、笑顔度が閾値
より大きいとき、笑顔であると判断し、シャッタを切って、被写体としての個人２６２の
スチル撮像を行う。
【０２９９】
　図３３は、情報処理システム１０Ｅの各部のブロック構成の一例を示している。デジタ
ルスチルカメラ１１０Ｅは、カメラ（撮像部）２６１と、顔処理部２６３と、データ送信
部２６７を有している。また、デジタルスチルカメラ１１０Ｅは、データ受信部２６８と
、ログ解析部２６９と、撮像タイミング制御部２７０を有している。カメラ２６１は、上
述したように、ログ情報収集時には、個人２６２を撮像して評価対象としての画像情報を
得ると共に、ログ情報利用時には、被写体としての個人２６２を撮像して画像情報を得る
。
【０３００】
　顔処理部２６３は、上述の図６に示す情報処理システム１０Ａのデジタルスチルカメラ
１２０Ａにおける顔処理部４０２と同様の構成とされており、顔検出部２６４、個人識別
部２６５および笑顔認識部２６６を備えている。
【０３０１】
　顔検出部２６４は、カメラ２６１で撮像して得られた画像情報から顔を検出する。個人
識別部２６５は、顔像に対して個人識別処理を行って、個人識別情報、例えば、個人を見
分けることができる特徴量を出力する。笑顔認識部２６６は、顔像に対して笑顔認識処理
を行って、例えば、０～１００の範囲内の値の笑顔度（笑顔スコア）を得る。
【０３０２】
　データ送信部２６７は、ログ情報収集時には、笑顔認識部２６６で得られた笑顔度をロ
グ情報として、個人識別部２６５で得られた個人識別情報と共にサーバ装置１３０に送る
。デジタルスチルカメラ１１０Ｅにおける、上述の個人２６２の撮像から個人識別情報と
共に笑顔度をサーバ装置１３０に送信する一連の処理は、ユーザの明示的な操作、あるい
は個人２６２の存在を認識して自動的に行われる。一方、データ送信部２６７は、ログ情
報利用時には、個人識別部２６５で得られた個人識別情報のみを、サーバ装置１３０に送
る。
【０３０３】
　データ受信部２６８は、ログ情報利用時に、サーバ装置１３０から送られてくる個人識
別情報および笑顔度のログ情報を受信する。ログ解析部２６９は、笑顔度のログ情報を解
析して、評価条件、ここでは笑顔の最適な閾値を設定する。撮像タイミング制御部２７０
は、ログ情報利用時に、笑顔認識部２６６で得られる笑顔度が、ログ解析部２６９で求め
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られた笑顔の閾値を越えるとき、スチル画像の撮像が行われるようにカメラ２６１のシャ
ッタ制御を行う。ログ解析部２６９、撮像タイミング制御部２７０は、詳細説明は省略す
るが、上述の図６に示す情報処理システム１０Ａのデジタルスチルカメラ１２０Ａにおけ
るログ解析部４０８、撮像タイミング制御部４０９と同様の構成とされている。
【０３０４】
　サーバ装置１３０は、データ受信部３０１と、データ保存部３０２と、データベース３
０３と、個人識別情報マッチング部３０４と、データ送信部３０５を有している。データ
受信部３０１は、ログ情報収集時のデジタルスチルカメラ１１０Ｅから送られてくる個人
識別情報および笑顔度の対の情報を受信すると共に、ログ情報利用時のデジタルスチルカ
メラ１１０Ｅから送られてくる個人識別情報を受信する。
【０３０５】
　データ保存部３０２は、データ受信部３０１がデジタルスチルカメラ１１０Ｅから個人
識別情報および笑顔度のログ情報を受信するとき、その笑顔度を個人識別情報に関連付け
て、データベース３０３に保存する。個人識別情報マッチング部３０４は、データ受信部
３０１がデジタルスチルカメラ１１０Ｅから個人識別情報のみを受信するとき、その個人
識別情報とデータベース３０３に記憶されている個人識別情報とのマッチング処理を行う
。
【０３０６】
　そして、個人識別情報マッチング部３０４は、マッチング処理により、データベース３
０３に、デジタルスチルカメラ１１０Ｅからの個人識別情報に対応した笑顔度のログ情報
が存在するか否かを検索する。データ送信部３０５は、データベース３０３にデジタルス
チルカメラ１１０Ｅからの個人識別情報に対応した笑顔度のログ情報があるとき、個人識
別情報と共に笑顔度のログ情報を、デジタルスチルカメラ１１０Ｅに送信する。
【０３０７】
　図３３に示す情報処理システム１０Ｅの動作を説明する。最初に、ログ情報収集時の動
作を説明する。デジタルスチルカメラ１１０Ｅのカメラ２０１で、ログ情報収集の対象と
なる個人２６２が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。この画像情報は、顔
処理部２６３に供給される。
【０３０８】
　顔処理部２６３では、顔検出部２６４により、画像情報から顔が検出される。そして、
個人識別部２６５で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報が得られると共に
、笑顔認識部２６６で顔像に対して笑顔認識処理が行われて笑顔度（笑顔スコア）が得ら
れる。そして、データ送信部２６７により、笑顔度は、ログ情報として、個人識別情報と
共にサーバ装置１３０に送られる。
【０３０９】
　デジタルスチルカメラ１１０Ｅから送られる個人識別情報および笑顔度のログ情報は、
サーバ装置１３０のデータ受信部３０１で受信される。サーバ装置１３０では、このよう
に受信された笑顔度のログ情報が、個人識別情報に関連付けされて、データベース３０３
に保存される。このようにして、サーバ装置１３０のデータベース３０３には、所定数の
個人に対応した笑顔度のログ情報が識別可能に保存される（図７～図９参照）。
【０３１０】
　次に、ログ情報利用時の動作を説明する。デジタルスチルカメラ１１０Ｅのカメラ２６
１で、被写体としての個人２６２が撮像され、評価対象としての画像情報が得られる。こ
の画像情報は、顔処理部２６３に供給される。顔検出部２６４で画像情報から顔が検出さ
れ、個人識別部２６５で顔像に対して個人識別処理が行われて個人識別情報が得られる。
この個人識別情報は、データ送信部２６７により、サーバ装置１３０に送られる。
【０３１１】
　デジタルスチルカメラ１１０Ｅから送られる個人識別情報は、サーバ装置１３０のデー
タ受信部３０１で受信され、個人識別情報マッチング部３０４に送られる。このマッチン
グ部３０４では、データベース３０３に、デジタルスチルカメラ１１０Ｅからの個人識別
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情報に対応した笑顔度のログ情報が存在するか否かが検索される。その笑顔度のログ情報
がデータベース３０３から取り出され、データ送信部３０５により、個人識別情報と共に
デジタルスチルカメラ１１０Ｅに送信される。
【０３１２】
　サーバ装置１３０から個人識別情報と共に送られてくる笑顔度のログ情報は、デジタル
スチルカメラ１１０Ｅのデータ受信部２６８で受信され、ログ解析部２６９に供給される
。このログ解析部２６９では、笑顔度のログ情報が解析されて、評価条件として、被写体
としての個人２６２に対応した笑顔の最適な閾値が設定される。この笑顔の閾値は、撮像
タイミング制御部２７０に供給される。
【０３１３】
　また、顔処理部２６３では、笑顔認識部２６６により、顔像に対して笑顔認識処理が行
われて笑顔度（笑顔スコア）が得られる。この笑顔度は、撮像タイミング制御部２７０に
供給される。なお、ログ情報利用時には、カメラ２６１から連続して画像情報が出力され
る状態となっており、笑顔認識部２６６では笑顔度を得ることが繰り返し行われる。
【０３１４】
　撮像タイミング制御部２７０では、笑顔認識部２６６で得られる笑顔度が、ログ解析部
２６９で設定される閾値を越えるとき、スチル画像の撮像が行われるようにカメラ２６１
のシャッタ制御が行われる。この場合、カメラ２６１では、被写体としての個人２６２の
スチル撮像が行われ、その画像情報が保存される。
【０３１５】
　なお、デジタルスチルカメラ１１０Ｅのログ情報収集時における処理フローは、上述の
図６に示す情報処理システム１０Ａのテレビ受信機１１０Ａの処理フロー（図１０参照）
と同様になる。また、デジタルスチルカメラ１１０Ｅのログ情報利用時における処理フロ
ーは、上述の図６に示す情報処理システム１０Ａのデジタルスチルカメラ１１０Ａの処理
フロー（図１２参照）と同様になる。また、サーバ装置１３０の処理フローは、図６に示
す情報処理システム１０Ａのサーバ装置１３０の処理フロー（図１１参照）と同様になる
。
【０３１６】
　図３２に示す情報処理システム１０Ｅにおいては、個人に関連付けされた笑顔度のログ
情報に基づいて笑顔の閾値が設定されるため、笑顔の閾値はユーザ毎に自動的に最適化さ
れる。したがって、表情認識の個人差によらずに、笑顔検出シャッタによる撮像を良好に
行うことができる。なお、笑顔ではなく、その他の顔の表情（怒りや悲しみ）、さらには
見た目の年齢を検出してシャッタ制御を行う場合も同様である。
【０３１７】
　［情報処理システムの具体例６：他ユーザ収集ログ情報の使用］
　次に、情報処理システム１０の具体例６について説明する。図３４は、ログ情報収集装
置が、テレビ受信機（ＴＶ）１１０Ａａ，１１０Ａｂで、判定実行装置がデジタルスチル
カメラ（ＤＳＣ）１２０Ａである情報処理システム１０Ａ′の構成例を示している。この
図３４において、図６に対応する部分には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【０３１８】
　この構成例は、デジタルスチルカメラ１２０Ａのユーザが、自分がクラウド上のサーバ
装置１３０に保存した笑顔度のログ情報だけでなく、他のユーザがクラウド上のサーバ装
置１３０に保存した笑顔度のログ情報をも利用可能であることを示すものである。この情
報処理システム１０Ａ′では、図６に示す情報処理装置１０Ａと同様に、評価情報が画像
情報であり、画像評価情報が個人（人物）の顔の表情、ここでは笑顔を評価する情報であ
る。
【０３１９】
　この情報処理システム１０Ａ′は、テレビ受信機１１０Ａａ，１１０Ａｂ、デジタルス
チルカメラ１２０Ａおよびサーバ装置１３０により構成されている。サーバ装置１３０は
、クラウド上、すなわちネットワーク上に存在する。テレビ受信機１１０Ａa，１１０Ａb
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およびデジタルスチルカメラ１２０Ａは、それぞれ、クラウド上のサーバ装置１３０と通
信が可能とされている。テレビ受信機１１０Ａａ，１１０Ａｂは、それぞれ、図６に示す
情報処理装置１０Ａにおけるテレビ受信機１１０Ａと同様に構成されている。サーバ装置
１３０、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、それぞれ、図６に示す情報処理装置１０Ａに
おけるサーバ装置１３０、デジタルスチルカメラ１２０Ａと同様に構成されている。
【０３２０】
　テレビ受信機１１０Ａａは、デジタルスチルカメラ１２０ＡのユーザＵ１が所有するも
のであり、個人識別情報に関連付けられる笑顔度のログ情報を収集する。テレビ受信機１
１０Ａは、（１）カメラ（撮像部）２０１ａで個人２０２ａを撮像して画像情報を得る。
テレビ受信機１１０Ａaは、この画像情報から顔像を検出し、この顔像に対して個人識別
処理を行って個人識別情報を得ると共に、この顔像に対して笑顔認識処理を行って笑顔度
を求める。（２）テレビ受信機１１０Ａａは、個人識別情報と共に、笑顔度を、クラウド
上のサーバ装置１３０に送る。サーバ装置１３０は、テレビ受信機１１０Ａａから送られ
てくる笑顔度を、個人識別情報に関連付けてデータベースに保存する。
【０３２１】
　また、テレビ受信機１１０Ａｂは、デジタルスチルカメラ１２０ＡのユーザＵ１とは異
なるユーザＵ２が所有するものであり、個人識別情報に関連付けられる笑顔度のログ情報
を収集する。テレビ受信機１１０Ａｂは、（１′）カメラ（撮像部）２０１ｂで個人２０
２ｂを撮像して画像情報を得る。テレビ受信機１１０Ａaは、この画像情報から顔像を検
出し、この顔像に対して個人識別処理を行って個人識別情報を得ると共に、この顔像に対
して笑顔認識処理を行って笑顔度を求める。（２′）テレビ受信機１１０Ａｂは、個人識
別情報と共に、笑顔度を、クラウド上のサーバ装置１３０に送る。サーバ装置１３０は、
テレビ受信機１１０Ａｂから送られてくる笑顔度を、個人識別情報に関連付けてデータベ
ースに保存する。
【０３２２】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａは、（３）被写体としての個人４０１ａ，４０１ｂを同
時に撮像して画像情報を得る。デジタルスチルカメラ１２０Ａは、この画像情報から２個
の顔を検出し、それぞれの顔像に対して個人識別処理を行って個人識別情報を得る。（４
）デジタルスチルカメラ１２０Ａは、２個の個人識別情報をサーバ装置１３０に送り、（
５）サーバ装置１３０から、２個の個人識別情報のそれぞれに関連付けて記憶されている
笑顔度のログ情報を受け取る。
【０３２３】
　この場合、それぞれのログ情報は、デジタルスチルカメラ１２０ＡのユーザＵ１が収集
したものに限られるものではなく、他のユーザが収集したものとなることもある。例えば
、個人４０１ａに対応した笑顔度のログ情報としてテレビ受信機１１０Ａａで収集したも
のが利用され、個人４０１ｂに対応した笑顔度のログ情報はテレビ受信機１１０Ａｂで収
集されたものが利用されることもある。
【０３２４】
　デジタルスチルカメラ１２０Ａは、それぞれのログ情報を解析して、各個人の評価条件
（笑顔の閾値）をそれぞれ設定する。デジタルスチルカメラ１２０Ａは、各個人の顔像に
対して笑顔認識処理を行って笑顔度を得る。そして、デジタルスチルカメラ１２０Ａは、
このように得られた各個人の笑顔度を、各個人の評価条件（笑顔の閾値）に基づいて評価
する。（６）デジタルスチルカメラ１２０Ａは、例えば、各個人の笑顔度がそれぞれ対応
する閾値より大きいとき、笑顔であると判断し、シャッタを切って、個人４０１ａ，４０
１ｂのスチル撮像を行う。
【０３２５】
　［画像評価情報の変換］
　例えば、上述の図１に示す情報処理システム１０において、ログ情報収集装置１１０の
評価部１１２における評価と、判定実行装置１２０の評価部１２４における評価とが、異
なる場合も考えられる。例えば、双方の評価エンジンの異なる場合、あるいは、画像情報
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から顔の特定の表情を評価する際には撮像環境における明るさが異なる場合、などが考え
られる。ここで、「評価エンジン」は、入力された画像を、所定の画像処理を利用して評
価する機構、または機能、またはプログラムを意味する。
【０３２６】
　この場合、判定実行装置１２０では、サーバ装置１３０からログ情報として送られてく
る評価情報（画像評価情報、音声評価情報）を、評価エンジンの情報、環境情報などに基
づいて、適切な値に変換して用いることが考えられる。図３５は、その場合における、情
報処理システム１０′の一例を示している。この図３５において、図２と対応する部分に
は同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【０３２７】
　この情報処理システム１０′は、ログ情報収集装置１１０、判定実行装置１２０′およ
びサーバ装置１３０により構成されている。判定実行装置１２０′の情報処理装置１２２
′は、取得部１２２ａおよび設定部１２２ｂの他に、評価情報変換部１２２ｃを備えてい
る。この評価情報変換部１２２ｃは、取得部１２２ａと設定部１２２ｂとの間に挿入され
ている。
【０３２８】
　評価情報変換部１２２ｃは、取得部で取得されたログ情報である評価情報を、評価エン
ジンの情報、環境情報などに基づいて、適切な値に変換する。設定部１２２ｂは、変換後
の表示情報のログ情報に基づき、個人識別情報で特定される個人に対応した評価条件を設
定する。
【０３２９】
　図３６は、評価情報変換部１２２ｃの構成例を示している。この評価条件変換部１２２
ｃは、例えば、変換テーブルにより構成される。この評価条件変換部１２２ｃは、ログ情
報収集時の情報およびログ情報利用時の情報を入力とし、ログ情報利用時の情報を出力す
る。
【０３３０】
　入力されるログ情報収集時の情報には、ログ情報である評価情報Ｉａと、ログ情報生成
環境情報（評価エンジンＩＤ、Exifなどに準じる評価環境情報）が含まれる。また、入力
されるログ情報利用時の情報には、ログ情報利用環境情報（評価エンジンＩＤ、Exifなど
に準じる評価環境情報）が含まれる。また、出力されるログ情報利用時の情報には、変換
後のログ情報である評価情報Ｉｂが含まれる。ここで、「評価エンジンＩＤ」は、「評価
エンジン」を識別するための情報である。
【０３３１】
　評価情報変換部１２２ｃは、入力情報として、ログ情報である評価情報は必須であるが
、その他の情報に関しては、適宜、選択的に用いることができる。例えば、評価エンジン
ＩＤのみを用いる場合とか、画像評価情報を扱う際には明るさの情報のみ、あるいはさら
に評価エンジンＩＤを用いる場合とか、が考えられる。
【０３３２】
　評価情報変換部１２２ｃにおける変換処理の具体例を説明する。最初に、ログ情報収集
時の画像評価エンジンＥａと、ログ情報利用時に用いる画像評価エンジンＥｂの対応がわ
かっている場合の変換処理例を説明する。
【０３３３】
　この場合には、評価情報変換部１２２ｃには、例えば、図３７（ａ）に示すように、画
像評価情報Ｉａの他に、画像評価エンジンＥａの識別子ＩＤａと、画像評価エンジンＥｂ
の識別子ＩＤｂが入力される。そして、評価情報変換部１２２ｃでは、以下の（１）式に
ように、識別子ＩＤａと識別子ＩＤｂの組み合わせに対応した変換係数αが用いられ、画
像評価情報Ｉａが、画像評価情報Ｉｂに変換される。
　　　Ｉｂ＝Ｉａ ＊ α　・・・（１）
【０３３４】
　図３７（ｂ）は、識別子ＩＤａと識別子ＩＤｂにより決定される変換係数αの一例を示
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している。例えば、画像評価エンジンＥａ（ＩＤａ＝ＩＤa1）は、画像評価エンジンＥｂ
（ＩＤｂ＝ＩＤb2）よりも笑顔度を３３％高く評価する傾向がわかっているものとする。
この場合には、α＝０．７５に決定されるので、（１）式により、適切な値に変換される
。
【０３３５】
　次に、評価した際の明るさに応じて評価値が変化する場合における変換処理例を説明す
る。この場合には、評価情報変換部１２２ｃには、例えば、図３８（ａ）に示すように、
画像評価情報Ｉａの他に、ログ収集時の明るさ情報Ｌａと、ログ利用時の明るさ情報Ｌｂ
が入力される。そして、評価情報変換部１２２ｃでは、以下の（２）式にように、識別子
ＩＤａと識別子ＩＤｂの組み合わせに対応した変換係数Ｗが用いられ、画像評価情報Ｉａ
が、画像評価情報Ｉｂに変換される。
　　　Ｉｂ＝Ｉａ ＊ Ｗ　・・・（２）
【０３３６】
　明るさによって笑顔の評価値に違いが出る場合があるので、変換係数Ｗはこのことを考
慮して決定される。たとえば、明るいほど笑顔の度合いを高く評価する傾向が既知であり
、ログ収集時の明るさよりログ利用時の明るさが大きい場合には、笑顔度を大きくするよ
うに決定される。逆に、明るいほど笑顔の度合いを高く評価する傾向が既知であり、ログ
収集時の明るさよりログ利用時の明るさが小さい場合には、笑顔度を小さくするように決
定される。図３８（ｂ）は、明るさＬａと明るさＬｂにより決定される変換係数Ｗの一例
を示している。例えば、Ｌａ＝０．１で、Ｌｂ＝１．０であるとき、Ｗ＝１．２に決定さ
れる。また、例えば、Ｌａ＝１．０で、Ｌｂ＝０．１であるとき、Ｗ＝０．２５に決定さ
れる。
【０３３７】
　なお、評価情報変換部１２２ｃが評価エンジンと明るさの両方に基づいて評価情報を変
換する場合の変換式は、以下の（３）式に示すようになる。
　　　Ｉｂ＝Ｉａ ＊ α ＊ Ｗ　・・・（３）
【０３３８】
　また、ログ情報は集合的に扱うことも可能である。そのため、集合に含まれるログ情報
ごとの変換係数（個別）α、Ｗの値の平均をとって、変換係数（集合）α(ave)、Ｗ(ave)
を算出して、変換に用いてもよい。その場合の変換式は、以下の（４）式に示すようにな
る。
　　　Ｉｂ＝Ｉａ(ave) ＊ α(ave) ＊ Ｗ(ave)　・・・（４）
【０３３９】
　また、図３５に示す情報処理システム１０′は、判定実行装置側に評価情報変換部を設
けた例である。しかし、ログ情報収集装置側に評価情報変換部を設けることも考えられる
。図３９は、その場合における情報処理システム１０″の一例を示している。この図３９
において、図２と対応する部分には同一符号を付して示している。
【０３４０】
　この情報処理システム１０″は、ログ情報収集装置１１０″、判定実行装置１２０およ
びサーバ装置１３０により構成されている。ログ情報収集装置１１０″において、評価部
１１２と送信部１１３との間に、評価情報変換部１１４が挿入されている。評価情報変換
部１１４は、取得部で取得されたログ情報である評価情報を、評価エンジンの情報、環境
情報などに基づいて、適切な値に変換する。送信部１１３は、評価情報変換部１１４で変
換された評価情報をサーバ装置１３０に送信して保存する。
【０３４１】
　＜２．変形例＞
　なお、上述実施の形態においては、ログ情報収集装置１１０の具体例としてテレビ受信
機、デジタルスチルカメラ、パーソナルコンピュータなどを示したが、ユーザが普段何気
なく見ている機器が望ましい。例えば、テレビ受信機、デジタルスチルカメラ、パーソナ
ルコンピュータの他に、テレビ電話器、監視カメラ、フォトフレームなどであってもよい
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。また、上述実施の形態においては、判定実行装置１２０の具体例としてデジタルスチル
カメラ、テレビ受信機などを示したが、デジタルサイネージ装置、携帯端末などであって
もよい。例えば、デジタルサイネージ装置では、複数の視聴者のそれぞれに対して本技術
を用いた笑顔の閾値を設定して、笑顔の個人（人物）の人数把握などを精度よく行うこと
ができる。
【０３４２】
　また、上述実施の形態においては、評価情報のログ情報をクラウド上のサーバ装置１３
０に保存する例を示した。しかし、判定実行装置（ログ情報利用装置）が、ログ情報収集
装置に無線あるいは有線をもって接続して、ログ情報を直接取得する構成も考えられる。
また、ログ情報収集装置と判定実行装置が同一の機器である場合には、自身の機器内にロ
グ情報を保存しておいてもよい。
【０３４３】
　また、上述実施の形態においては、画像情報や音声情報の評価情報のログ情報を取り扱
う例を示したが、本技術は、その他の評価情報のログ情報を取り扱う場合にも適用できる
。例えば、個人の心拍、体温などの健康に関する評価情報のログ情報を取り扱って、判定
実行装置側で個人毎に適切な健康判定を行うことも考えられる。
【０３４４】
　また、本技術は、以下のような構成を取ることもできる。
　（１）第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画
像情報に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することに
より生成される画像評価情報とを取得する取得部と、
　前記個人識別情報と前記画像評価情報に基づき第２の画像情報を評価するための評価条
件を設定する設定部を備える
　情報処理装置。
　（２）前記取得部で取得される画像評価情報には、評価時における環境情報が付加され
ており、
　前記設定部は、前記環境情報に基づいて選択された所定の環境で評価されて生成された
前記画像評価情報に基づき、前記第２の画像情報を評価するための評価条件を設定する
　前記（１）に記載の情報処理装置。
　（３）前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人が表示コンテンツを見
ているときの該個人の顔の表情を評価する情報であり、
　前記取得部で取得される画像評価情報には、評価時における表示コンテンツを識別する
コンテンツ識別情報が付加されており、
　前記設定部は、前記画像評価情報および前記コンテンツ識別情報に基づき、前記第２の
画像情報を評価するための評価条件を設定する
　前記（１）または（２）に記載の情報処理装置。
　（４）前記取得部で取得された画像評価情報を、前記評価時における評価エンジンと前
記第２の画像情報を評価する評価エンジンとに応じて変換する変換部をさらに備え、
　前記設定部は、前記変換部で変換された画像評価情報に基づいて、前記第２の画像情報
を評価するための評価条件を設定する
　前記（１）から（３）のいずれかに記載の情報処理装置。
　（５）前記取得部で取得された画像評価情報を、前記評価時における環境と前記第２の
画像情報を評価する環境とに応じて変換する変換部をさらに備え、
　前記設定部は、前記変換部で変換された画像評価情報に基づいて、前記第２の画像情報
を評価するための評価条件を設定する
　前記（１）から（４）のいずれかに記載の情報処理装置。
　（６）前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人の顔の表情を評価する
情報である
　前記（１）から（５）のいずれかに記載の情報処理装置。
　（７）前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人に関連付けされる構図
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を評価する情報である
　前記（１）から（５）のいずれかに記載の情報処理装置。
　（８）前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人の表示コンテンツへの
興味度合いを評価する情報である
　前記（１）から（５）に記載の情報処理装置。
　（９）第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画
像情報に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することに
より生成される画像評価情報とを取得する取得ステップと、
　前記個人識別情報と前記画像評価情報に基づき第２の画像情報を評価するための評価条
件を設定する設定ステップを備える
　情報処理方法。
　（１０）コンピュータを、
　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報とを取得する取得手段と、
　前記個人識別情報と前記画像評価情報に基づき第２の画像情報を評価するための評価条
件を設定する設定手段
　として機能させるためのプログラム。
　（１１）第２の画像情報を評価条件に基づいて評価する評価部と、
　前記評価の結果に基づいて制御される処理部を備え、
　上記評価条件は、
　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報に基づいて設定される
　情報処理装置。
　（１２）前記処理部は撮像部であり、
　前記第２の画像情報は前記撮像部により得られ、
　前記評価の結果に基づいて、前記撮像部のシャッタータイミングが制御される
　前記（１１）に記載の情報処理装置。
　（１３）前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人の顔の表情を評価す
る情報である
　前記（１２）に記載の情報処理装置。
　（１４）前記画像評価情報は、前記個人識別情報で特定される個人に関連付けされる構
図を評価する評価情報である
　前記（１２）に記載の情報処理装置。
　（１５）前記画像処理部は表示部であり、
　前記第２の画像情報は、前記表示部に表示し得る表示コンテンツの画像情報であり、
　前記評価の結果に基づいて、前記表示部への推奨コンテンツ表示が制御される
　前記（１１）に記載の情報処理装置。
　（１６）第２の画像情報を評価条件に基づいて評価する評価ステップと、
　前記評価の結果に基づいて処理部を制御する制御ステップを備え、
　上記評価条件は、
　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報に基づいて設定される
　情報処理方法。
　（１７）コンピュータを、
　第２の画像情報を評価条件に基づいて評価する評価手段と、
　前記評価の結果に基づいて制御される処理手段として機能させ、
　上記評価条件は、
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　第１の画像情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の画像情報
に基づき検出された主要被写体の像に応じて前記第１の画像情報を評価することにより生
成される画像評価情報に基づいて設定される
　プログラム。
　（１８）第１の音声情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の
音声情報を評価することにより生成される音声評価情報とを取得する取得部と、
　前記個人識別情報と前記音声評価情報に基づき第２の音声情報を評価するための評価条
件を設定する設定部を備える
　情報処理装置。
　（１９）第２の音声情報を評価条件に基づいて評価する評価部と、
　前記評価の結果に基づいて制御される処理部を備え、
　前記評価条件は、
　第１の音声情報に関連する個人を識別するための個人識別情報と、前記第１の音声情報
を評価することにより生成される音声評価情報に基づいて設定される
　情報処理装置。
【符号の説明】
【０３４５】
　１０，１０′，１０″，１０Ａ，１０Ａ′，１０Ｂ－１０Ｆ・・・情報処理システム
　１１０・・・ログ情報収集装置
　１１０Ａ，１１０Ａａ，１１０Ａｂ，１１０Ｂ・・・テレビ受信機
　１１０Ｃ，１１０Ｄ・・・パーソナルコンピュータ
　１１０Ｅ・・・デジタルスチルカメラ
　１１１・・・評価情報入力部
　１１２・・・評価部
　１１３・・・送信部
　１１４・・・評価情報変換部
　１２０・・・判定実行装置
　１２０Ａ，１２０Ｃ・・・デジタルスチルカメラ
　１２０Ｂ，１２０Ｄ・・・テレビ受信機
　１２１・・・受信部
　１２２・・・情報処理部
　１２２ａ・・・取得部
　１２２ｂ・・・評価情報変換部
　１２２ｃ・・・設定部
　１２３・・・評価情報入力部
　１２４・・・評価部
　１２５・・・処理部
　１３０・・・サーバ装置
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